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各
務
同
窓
会
員
の
皆
様
の
ご
支
援
の
お
か

げ
を
も
ち
ま
し
て
、
岐
阜
大
学
応
用
生
物
科

学
部
の
教
育
研
究
が
益
々
発
展
い
た
し
て
お
り

ま
す
こ
と
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

岐
阜
大
学
応
用
生
物
科
学
部
は
、
岐
阜
高

等
農
林
学
校
が
１
９
２
３
年
（
大
正
12
年
）
に

設
立
さ
れ
93
年
を
む
か
え
ま
す
。
こ
の
間
に
は

岐
阜
農
林
専
門
学
校
、
岐
阜
大
学
農
学
部
、

応
用
生
物
科
学
部
と
大
き
な
変
遷
を
伴
い
ま

し
た
が
、一
貫
し
て
設
立
当
初
の
教
育
理
念
「
凜

乎
真
摯
」、「
自
化
自
育
」
を
掲
げ
て
、
地
域

に
根
ざ
し
た
教
育
研
究
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、法
人
化
後
の
第
3
期
（
13
年
目
）

中
期
目
標
・
計
画
を
む
か
え
て
、
新
た
な
挑
戦

に
取
り
組
も
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

来
年
4
月
か
ら
は
大
学
院
応
用
生
物
科
学

研
究
科
（
修
士
課
程
）
が
工
学
研
究
科
（
修

士
課
程
）
と
共
に
再
編
し
て
自
然
科
学
技
術

研
究
科
と
な
り
ま
す
。
こ
の
新
研
究
科
で
は
、

特
に
生
命
科
学
分
野
に
お
い
て
応
用
生
命
科

学
分
野
が
工
学
研
究
科
の
生
命
工
学
分
野
と
一

体
と
な
り
、
社
会
か
ら
の
要
請
の
高
い
生
命
科

学
、
食
品
科
学
に
対
す
る
教
育
体
制
の
充
実

を
図
り
ま
す
。

　

生
命
科
学
分
野
の
研
究
は
日
進
月
歩
の
発

展
を
遂
げ
、
従
来
の
研
究
領
域
を
大
き
く
拡

張
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
岐
阜
大
学
の
特
色
を

活
か
し
た
「
次
世
代
生
命
科
学
研
究
拠
点
生

命
の
鎖
統
合
研
究
セ
ン
タ
ー
」
を
10
月
に
設
立

し
ま
し
た
。
本
研
究
セ
ン
タ
ー
は
学
部
の
特
色

研
究
の
一
つ
で
あ
る
糖
鎖
化
学
研
究
拠
点
と
し

て
２
０
０
９
年
に
設
置
さ
れ
たiCeM

S

（
京
都

大
学
物
質
─
細
胞
統
合
シ
ス
テ
ム
拠
点
）
岐

阜
大
学
サ
テ
ラ
イ
ト
が
中
心
と
な
り
、
生
命
科

学
、
獣
医
学
、
医
学
、
薬
学
分
野
を
統
合
し
、

世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
研
究
を
推
進
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
本
学
部
か

ら
は
石
田
秀
治
教
授
が
初
代
セ
ン
タ
ー
長
と
し

て
就
任
す
る
と
共
に
、
3
研
究
領
域
の
う
ち
安

藤
弘
宗
准
教
授
と
高
島
康
弘
准
教
授
が
領
域

長
を
務
め
、
計
12
名
の
教
員
が
兼
任
教
員
と

し
て
中
心
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

一
方
、
食
品
生
命
科
学
分
野
に
お
い
て
は
、

平
成
30
年
度
に
岐
阜
県
食
品
科
学
研
究
所
（
仮

称
）
が
応
用
生
物
科
学
部
の
東
側
に
隣
接
し
て

建
設
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
本
研
究

所
は
、
現
在
の
岐
阜
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
食

品
部
が
改
組
さ
れ
て
岐
阜
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
内

に
移
転
す
る
も
の
で
す
。
こ
れ
を
機
に
7
月
に

は
岐
阜
県
酒
造
組
合
連
合
会
と
連
携
協
定
が

締
結
さ
れ
、
さ
ら
に
は
岐
阜
県
と
9
件
の
食
品

科
学
共
同
研
究
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

獣
医
学
分
野
に
お
い
て
も
新
た
な
挑
戦
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。
岐
阜
県
中
央
家
畜
保
健

衛
生
所
の
柳
戸
農
場
の
南
側
敷
地
へ
の
移
転
工

事
が
本
格
稼
働
し
、
平
成
29
年
4
月
に
は
開

所
式
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
地
方
自

治
体
の
施
設
が
国
立
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
移

転
す
る
の
は
全
国
で
も
初
め
て
の
事
例
で
、
こ

れ
を
機
に
産
業
動
物
獣
医
学
教
育
の
充
実
を

図
る
と
共
に
、
3
階
に
設
置
さ
れ
る
学
部
附

属
家
畜
衛
生
地
域
連
携
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

（GeFAH

）
が
中
心
と
な
っ
て
、
岐
阜
県
の
畜

産
業
界
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
も
の
と
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

１
９
９
０
年
（
平
成
2
年
）
に
設
置
さ
れ
、

26
年
の
歴
史
を
持
つ
連
合
獣
医
学
研
究
科
が

平
成
30
年
度
を
も
っ
て
終
了
す
る
こ
と
と
な

り
、
新
た
に
鳥
取
大
学
と
の
共
同
獣
医
学
研
究

科
（
博
士
課
程
）
設
置
に
向
け
た
協
議
が
始

ま
り
ま
し
た
。
鳥
取
大
学
と
は
学
部
教
育
に
お

い
て
共
同
獣
医
学
科
が
平
成
25
年
4
月
に
発

足
し
、現
在
1
～
4
年
生
が
在
学
し
て
い
ま
す
。

共
同
獣
医
学
科
の
完
成
年
度
（
6
年
生
修
了

年
度
）
の
平
成
30
年
度
に
は
、
学
部
教
育
と

大
学
院
教
育
が
一
体
と
な
っ
た
体
制
で
臨
む
こ

と
が
可
能
と
な
り
、
将
来
の
共
同
獣
医
学
部
設

立
に
向
け
た
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
る

も
の
と
期
待
を
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
の
大
き
な
社
会
問
題
と
も
な
っ
て
い
る

鳥
獣
害
の
対
策
に
対
し
て
全
国
を
牽
引
す
る

役
割
を
果
た
し
て
い
る
野
生
動
物
管
理
学
研
究

セ
ン
タ
ー
で
は
、
岐
阜
県
か
ら
の
寄
附
研
究
部

門
（
鳥
獣
対
策
研
究
部
門
）
を
継
続
発
展
す

る
べ
く
様
々
な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
、
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。
特
に

岐
阜
県
は
広
大
な
面
積
を
中
山
間
地
域
が
占

め
て
お
り
、
中
山
間
農
業
振
興
の
観
点
か
ら
、

野
生
動
物
の
被
害
対
策
を
図
る
と
共
に
、
そ
れ

ら
と
の
共
存
に
つ
い
て
の
活
動
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

岐
阜
大
学
は
第
3
期
中
期
目
標
・
計
画
の

策
定
に
あ
た
り
「
地
域
活
性
化
の
中
核
拠
点
」

と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
受
け
て
生
産

環
境
科
学
課
程
で
は
、
岐
阜
県
揖
斐
川
町
と
の

連
携
協
定
の
基
で
、
東
海
農
政
局
か
ら
の
支
援

を
受
け
て
小
津
地
区
を
拠
点
と
し
た
活
性
化

方
策
に
取
り
組
み
始
め
ま
し
た
。
白
山
神
社
の

サ
カ
キ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
ワ
サ
ビ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
、
伝
統
野
菜
の
発
掘
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
課

程
の
特
色
を
活
か
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
加
え
て
、
地
域
振
興
教
育
実
践
の
場
と

し
て
学
生
が
現
地
に
赴
い
て
活
動
を
始
め
て
い

ま
す
。同
様
に
、美
濃
加
茂
農
場
が
主
体
と
な
っ

て
飛
騨
牛
後
継
者
育
成
事
業
に
参
画
し
、
地

域
の
畜
産
業
振
興
に
貢
献
す
る
べ
く
準
備
を

始
め
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
応
用
生
物
科
学
部
は
岐
阜
大

学
の
中
で
最
も
活
性
の
高
い
学
部
と
の
評
価
を

受
け
、
資
質
の
高
い
受
験
生
の
受
入
と
入
学
後

の
適
切
な
教
育
の
基
で
、
地
域
に
根
ざ
し
た
高

度
専
門
職
業
人
教
育
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

各
務
同
窓
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

大
学
法
人
化
後
の
第
3
期
中
期
目
標
・
計
画

の
初
年
度
に
あ
た
っ
て
新
た
な
挑
戦
に
挑
ん
で

い
る
応
用
生
物
科
学
部
へ
の
支
援
を
是
非
と
も

お
願
い
い
た
し
た
く
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
同
窓
会
各
位
の
ご

健
勝
を
お
祈
り
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

応用生物科学部の新たな挑戦
応用生物科学部　学部長　福井　博一
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各
務
同
窓
会
の

皆
様
に
は
、
お
元

気
で
ご
活
躍
の
こ

と
と
拝
察
い
た
し

ま
す
。

　

今
年
は
、
私
た
ち
各
務
同
窓
会
に
と
っ
て

特
筆
す
べ
き
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　

一
つ
は
、農
学
部
１
０
０
周
年
（
２
０
２
３

年
）
に
む
け
て
同
窓
会
と
学
部
が
と
も
に
連

携
し
１
０
０
周
年
記
念
事
業
会
が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。（
事
務
局
長　

平
工
孝
義　

Ａ

大
25
卒
）
二
つ
に
は
、
岐
阜
大
学
６
つ
の
同

窓
会
が
連
携
し
連
合
会
と
し
て
大
学
と
と

も
に
共
通
の
取
り
組
み
を
す
る
。
三
つ
に
は

そ
の
一
環
と
し
て
、
創
立
以
来
初
め
て
同
窓

会
連
合
会
と
し
て
大
学
と
協
同
し
て
表
彰

制
度
を
設
け
、
各
務
同
窓
会
推
薦
の
杉
山

幹
夫
氏
（
岐
阜
放
送
会
長
、
М
１
卒
）
が
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
に
と
っ
て
も
う
一

つ
身
近
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
一
方
全
国
の
支
部
の
状
況
は
こ
の
間

ご
報
告
し
て
い
る
と
お
り
、
高
齢
化
と
新
規

加
入
者
の
減
少
で
ご
苦
労
さ
れ
て
い
ま
す
。

で
も
工
夫
し
努
力
さ
れ
て
い
る
支
部
も
た
く

さ
ん
あ
る
と
お
も
い
ま
す
。

　

岐
阜
支
部
で
は
、
趣
味
の
会
（
同
好
会
）

を
つ
く
り
、
ま
た
地
元
の
強
み
を
い
か
し
、

（
場
）
を
有
効
に
生
か
す
努
力
を
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
加
入
の
お
す
す
め
を
支

部
О
Ｂ
に
送
る
こ
と
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
提
起
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
１
０
０
周

年
事
業
は
ま
さ
に
、
支
部
の
活
力
を
作
る
こ

　

本
学
の
教
育
モ
ッ
ト
ー

の
一
つ
で
あ
る
「
自
化
自

育
」（
絶
え
ざ
る
自
己
研

鑽
に
よ
っ
て
、
自
ら
を
高

め
る
よ
う
努
力
す
る
こ

と
）
は
、
１
９
２
４
年
12

月
に
岐
阜
高
等
農
林
学

校
第
２
代
校
長
草
場
栄

喜
氏
が
教
育
方
針
と
し

た
も
の
で
す
。
岐
阜
大
学

農
学
部
六
十
年
史
に
よ

れ
ば
、
八
雲
礫
山
氏
の
書
が
学
生
控
室
に
掲

げ
て
あ
り
ま
し
た
が
、
第
2
次
世
界
大
戦

時
に
「
凜
乎
真
摯
」
の
扁
額
と
共
に
行
方

知
れ
ず
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。「
凜
乎
真
摯
」

は
、
そ
の
後
第
３
・５
代
農
学
部
長
高
橋
悌

蔵
氏
の
書
に
よ
る
扁
額
が
あ
る
も
の
の
、「
自

化
自
育
」
の
書
は
長
く
不
在
で
し
た
。

　

法
人
化
に
伴
う
応
用
生
物
科
学
部
改
組

12
年
（
大
学
法
人
第
2
期
中
期
計
画
終

了
）
を
機
に
第
20
代
農
学
部
長
中
村
征
夫

氏
に
お
願
い
し
て
、「
自
化
自
育
」
の
書
を

揮
毫
い
た
だ
き
ま
し
た
。
扁
額
は
卒
業
生

祝
賀
会
会
場
と
な

る
一
〇
二
講
義
室

の
正
面
に
掲
げ
、

一
〇
一
講
義
室
の

「
凜
乎
真
摯
」
の

扁
額
と
共
に
、
学

生
・
卒
業
生
の
心

の
礎
と
な
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

同
窓
生
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま

す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、
私
、
各
務
同
窓
会
幹
事
長
を
拝

命
し
て
、
早
い
も
の
で
二
年
目
の
任
期
が
終

わ
り
に
か
か
っ
て
お
り
ま
す
。
お
か
げ
さ
ま

で
、各
務
同
窓
会
と
学
部
を
取
り
巻
く
状
況
、

さ
ら
に
今
後
同
窓
会
が
進
む
べ
き
道
が
少
し

ず
つ
分
か
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
未
だ
多

く
の
課
題
が
残
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

私
が
、
岐
阜
大
学
農
学
部
に
平
成
２
年

に
奉
職
し
て
以
来
、
二
十
数
年
が
経
過
し
ま

し
た
が
、
自
分
の
守
る
べ
き
専
門
研
究
と
教

育
に
の
み
目
が
行
き
、
自
分
の
立
ち
位
置
で

と
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
皆
様
に
お
願
い
で
す
が
、

　

・�

全
国
60
あ
る
あ
な
た
の
支
部
の
状
況

　

・�

あ
な
た
の
支
部
が
努
力
し
て
い
る
こ
と
。

そ
し
て
課
題
。

を
お
寄
せ
い
た
だ
き
た
く
思
い
ま
す
。

　

１
０
０
周
年
は
私
た
ち
に
と
っ
て
区
切
り

の
年
で
あ
る
と
同
時
に
支
部
の
強
化
に
あ
り

ま
す
。

　

そ
し
て
、
新
し
い
魅
力
と
愛
着
を
共
に
作

り
上
げ
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

中興大学にて卒業生の詹　德芳老師と。
　

平
成
27
年
６
月
６
日
の
代
表
委
員
会
で

水
野
各
務
同
窓
会
長
か
ら
、
平
成
35
年

（
２
０
２
３
年
）
に
は
岐
阜
大
学
農
学
部
の

前
身
で
あ
る
岐
阜
高
等
農
林
学
校
が
大
正

12
年
（
１
９
２
３
）
に
設
立
さ
れ
て
、
百
周

年
を
迎
え
る
の
で
、
そ
の
準
備
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
る
旨
、
ご
提
案
が
あ
り
、
全
会
一
致
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
趣
意
と
し
て
は
、「
岐
阜
大
学
農
学
部・

応
用
生
物
科
学
部
創
立
百
周
年
の
記
念
事

業
に
向
け
て
、
Ｈ

27
年
度
か
ら
、
同

窓
会
と
学
部
が
一
つ

と
な
っ
て
連
携
し
、

来
る
百
周
年
記
念

事
業
に
取
り
組
み
、

同
窓
の
絆
を
深
め
、

大
学
の
発
展
に
寄

与
し
た
い
と
考
え

る
」。

農
学
部
・
応
用
生
物
科
学
部

　
　

創
立
百
周
年
記
念
事
業
会
の
ス
タ
ー
ト

各
務
同
窓
会
幹
事
長
　
栁
井
　
德
磨

あ
る
岐
阜
大
学
応
用
生
物
科
学
部
（
農
学

部
）
が
ど
の
よ
う
な
歴
史
、
さ
ら
に
先
人
の

思
い
で
創
立
さ
れ
た
か
に
つ
き
、
配
慮
を
払

う
余
裕
が
な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
今

回
、
各
務
同
窓
会
の
幹
事
、
さ
ら
に
幹
事
長

を
拝
命
す
る
に
至
り
、
本
学
部
の
前
身
、
岐

阜
高
等
農
林
学
校
の
成
り
立
ち
、
さ
ら
に
同

窓
生
お
よ
び
各
務
同
窓
会
と
の
絆
に
つ
き
思

い
を
馳
せ
る
立
場
に
置
か
れ
ま
し
た
の
は
僥

倖
で
あ
っ
た
と
つ
く
づ
く
、
思
い
ま
す
。
農

学
部
発
祥
の
地
、
各
務
の
野
（
各
務
市
中

央
公
園
）
に
も
何
度
か
足
を
運
ぶ
機
会
を

得
て
、
彼
の
地
で
農
学
部
時
代
の
残
さ
れ
た

立
派
な
植
栽
や
古
木
、
さ
ら
に
九
二
八
ガ
ー

デ
ン
跡
（
１
９
２
８
年
9
月
28
日
秩
父
宮
成

婚
記
念
）、凛
真
寮
跡
地
（
現
各
務
原
西
高
）、

瑞
天
寮
跡
な
ど
を
巡
る
こ
と
で
、
設
立
に
関

わ
っ
た
多
く
の
方
の
想
い
や
心
意
気
な
ど
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
各
支

部
の
総
会
に
参
列
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
も

あ
り
、
各
地
の
同
窓
生
の
岐
阜
大
学
お
よ
び

岐
阜
の
地
へ
の
篤
い
想
い
を
直
に
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
昨
年
度
は
、
台
湾
の
台

中
市
に
あ
る
中
興
大
学
を
訪
問
し
た
折
、

旧
い
卒
業
生
の
詹　

德
芳
老
師
（
家
禽
畜

産
修
士
49
年
3
月
修
了
）
に
お
会
い
し
て
、

と
て
も
歓
迎
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
な
ど
忘

れ
が
た
い
思
い
出
で
す
。
今
後
は
、
国
内
だ

け
で
な
く
海
外
の
多
く
の
同
窓
生
と
連
帯
を

育
む
必
要
を
切
に
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
応
用
生
物
科
学
部
と
幾
代
も
の

卒
業
生
の
間
の
絆
を
確
か
め
、
強
力
な
も
の

に
す
る
機
会
と
し
て
、平
成
35
年（
２
０
２
３

年
）
に
予
定
さ
れ
る
百
周
年
記
念
事
業
は
、

あ
る
意
味
、
天
恵
と
い
う
べ
き
貴
重
な
機
会

と
思
わ
れ
ま
す
。
是
非
、
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を

生
か
し
、
岐
阜
大
応
用
生
物
科
学
部
が
さ

ら
な
る
飛
翔
を
遂
げ
て
く
れ
る
こ
と
を
切
に

願
っ
て
い
る
こ
の
頃
で
す
。そ
の
た
め
に
は
、

同
窓
生
の
お
力
が
不
可
欠
で
す
。今
後
と
も
、

変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
の
ほ
ど
、
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

幹
事
長
か
ら
の
ご
挨
拶

　
　
　

   

幹
事
長　

栁
井　

德
磨

２
０
１
６
年 

ご
挨
拶

　
　

各
務
同
窓
会
会
長

水
野　

隼
人
（
C
大
15
）

「
自
化
自
育
」の
扁
額

　
　

学
部
長　

福
井　

博
一
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表
記
の
代
表
委
員
会
が
、
平
成
27
年

６
月
４
日
の
午
前
11
時
半
よ
り
、
岐
阜

大
学
応
用
生
物
科
学
部
１
０
１
講
義
室

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
水
野
隼
人
会
長
の
挨

拶
に
始
ま
り
、
来
賓
の
紹
介
、
栁
井
幹

事
長
の
挨
拶
に
引
き
続
き
、
熊
崎
議
長

の
司
会
進
行
で
平
成
27
年
度
事
業
・
決

算
報
告
お
よ
び
会
計
報
告
、
平
成
28
年

度
事
業
計
画
（
案
）
と
１
０
０
周
年
記
念

事
業（
案
）、
平
成
28
年
度
予
算（
案
）、
平

成
28
年
度
岐
阜
大
学
各
務
同
窓
会
役
員

（
案
）の
４
件
の
議
案
を
討
議
い
た
し
ま
し

た
。
途
中
、
会
計
報
告
で
若
干
の
不
手

際
が
あ
り
ま
し
た
が
、
全
て
の
議
案
は
無

事
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
続
い
て
寄

付
金
の
決
算
報
告
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、
名
誉
会
長
の
福
井
応
用
生
物
科
学

部
長
か
ら
ご
挨
拶
を
頂
き
、
最
近
の
応

用
生
物
科
学
部
の
入
学
生
の
学
力
が
上

昇
傾
向
に
あ
る
こ
と
の
紹
介
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
他
と
し
て
特
筆
す
べ
き
こ
と

は
、
本
年
度
、
各
務
同
窓
会
相
談
役
の

杉
山
幹
夫
さ
ん
が
岐
阜
大
学
同
窓
会
連

合
会
表
彰
者
に
推
薦
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
ま
し
て
、
杉
山
か
ら
ご
挨
拶
を
頂
き
ま

し
た
。
そ
の
中
で
は
、
戦
後
の
岐
阜
高
等

農
林
か
ら
岐
阜
大
学
農
学
部
へ
の
移

管
に
伴
う
名
古
屋
大
学
と
の
統
合
の
お

話
や
、
近
隣
の
高
専
と
の
野
球
の
リ
ー
グ

戦
な
ど
の
お
話
を
し
て
頂
き
、
と
て
も
興

味
深
く
拝
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
の
表
彰
を
祝
し
て
委
員
会
か
ら
は

花
束
を
贈
呈
し
、
水
野
同
窓
会
長
か
ら

も
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
代
表

委
員
会
に
続
き
、
交
流
会
と
創
立
93
周

年
祝
賀
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
全

国
の
代
表
委
員
の
方
か
ら
持
参
し
て
頂

い
た
地
酒
を
飲
み
な
が
ら
、
か
つ
て
の
各

務
原
校
舎
跡
地
の
現
状
の
ス
ラ
イ
ド
で
の

紹
介
、
各
委
員
か
ら
の
挨
拶
を
交
え
な

が
ら
、
楽
し
く
交
流
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
遠
路
出
席
し
て
頂
い
た
委
員
の

皆
様
に
は
、
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
同
窓
会
事
務
局
へ
ご
質
問
・
連
絡

等
が
あ
り
ま
し
た
ら
０
５
８

−

２
９
３

－

３
４
１
１
（
16
時
以
降
は
留
守
番
電
話
に

な
り
ま
す
）、E-m

ail

：ob-abs@
gifu-u.

ac.jp

ま
で
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

平成28年度幹事長・幹事及び監事
幹事長 栁井　德磨 （共同獣医学科）

幹 事
（庶務・幹事長代理） 土田　浩治 （生産環境科学課程）
（ 事 業 ） 松山　勇人 （共同獣医学科）
（ 会 計 ） 勝野那嘉子 （応用生物科学課程）

監 事
上野　義仁 （応用生命科学課程）
森　　　崇 （共同獣医学科）

平成28・29年度岐阜大学各務同窓会役員
名 誉 会 長 福　井　博　一
会 長 水　野　隼　人 （Ｃ大１５）

副 会 長

正　村　洋一郎 （Ｆ大２５）
伏　見　知　彦 （Ｃ大１８）
北　川　精　一 （Ｖ大１８）
安　藤　敏　行 （Ｅ大１９）
小　森　利八郎 （Ｎ大１０）
川　島　光　夫 （Ｐ大　７）
高　橋　　　実 （Ａ　１５）
平　工　孝　義 （Ａ大２５）

相 談 役

杉　山　幹　夫 （Ｍ　　１）
新　藤　秀　逸 （ＳＰ２１）
中　村　孝　雄 （Ｎ大　７）
後　藤　悦　男 （Ｖ大　２）

支　部　名 期日 出席者
愛知県各務会・
愛知各務会 27.05.23 清水　英良

愛知県高等学校教員 27.06.27 前澤　重禮

岐阜県高等学校 27.06.27 山内　　亮川島　光夫副会長
石川県 27.07.04 松村　秀一
長野北信 27.07.11 大場　恵典
岐阜 27.07.12 上野　義仁
愛知県職員林務関
係同窓会 27.07.18 小見山　章

愛知県職員農業関
係各務同窓会 27.08.28 早川　享志

兵庫県 27.10.17 村瀬　哲磨
中濃 27.11.07 岩澤　　淳
江南 27.11.13 小見山　章

岐阜県職 28.02.06
会長、福井博一、
栁井德磨、上野義
仁、向井　譲

岐阜市役所 28.02.09 福井　博一
東海農政水機構 28.02.10 西村　眞一
東京Ｅ科現役会 28.02.19 平松　研
岐阜大学 28.03.04 会長、副会長

支部総会開催状況

　

代
表
者
委
員
会
で
の
承
認
を
も
と
に
、
百

周
年
を
目
指
し
た
各
支
部
の
結
束
を
強
め
る

た
め
に
、
水
野
会
長
の
ご
指
示
で
、
身
近
な

岐
阜
大
学
の
周
辺
か
ら
、
百
周
年
事
業
に
向

け
た
準
備
会
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

百
周
年
記
念
事
業
の
準
備
会
と
し
て
、
平

成
27
年
９
月
12
日
に
岐
阜
大
学
応
用
生
物

科
学
部
に
お
い
て
、
水
野
会
長
、
福
井
学
部

長
を
中
心
に
岐
阜
県
内
の
同
窓
を
中
心
と
し

て
、
森
脇
岐
阜
大
学
長
、
鈴
木
副
学
長
、
福

士
副
学
長
の
ご
列
席
の
も
と
、
今
後
の
準
備

の
た
め
の
事
業
の
趣
意
お
よ
び
事
業
会
規
約

な
ど
の
原
案
に
つ
き
話
し
合
い
、
次
年
度
の

代
表
委
員
会
に
提
案
す
る
骨
子
を
組
み
立
て

ま
し
た
。

　

百
周
年
事
業
の
案
に
つ
い
て
は
、
複
数
回

の
役
員
会
や
幹
事
会
で
審
議
を
重
ね
た
後
、

平
成
28
年
度
６
月
４
日
の
各
務
同
窓
会
代
表

委
員
会
に
て
提
案
さ
れ
、
正
式
に
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
こ
こ
に
岐
阜
大
学
農
学
部
・
応
用

生
物
科
学
部
創
立
百
周
年
記
念
事
業
会
が

ス
タ
ー
ト
致
し
ま
し
た
。
事
業
会
の
代
表
は

学
部
長
、
事
務
局
長
は
平
工
孝
義
各
務
同

窓
会
副
会
長
が
就
任
さ
れ
、
広
く
、
学
内
外

の
方
々
と
連
携
し
て
取
り
組
み
ま
す
。
来
る

２
０
２
３
年
の
創
立
百
周
年
を
、学
部
に
と
っ

て
も
、
岐
阜
大
学
に
と
っ
て
も
実
り
あ
る
も

の
に
す
る
こ
と
が
、

岐
阜
大
学
同
窓
に

大
き
な
誇
り
を
も

た
ら
す
と
信
じ
て

お
り
ま
す
。
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
支

援
を
切
に
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
二
十
八
年
度

　
各
務
同
窓
会
代
表
委
員
会
の
ご
報
告
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平成27年度各務同窓会決算報告
自 平成27年 4月 1日　　至 平成28年 3月31日

１．一般会計　２．基本金特別会計　３．資産現在高　４．資産保管状況

１．一般会計
（１）歳入の部 （単位：円、小文字は内訳）

勘定項目 今年度予算 決算額 比較増△減額
1.　会　　　費 2,480,000 1,890,000 △ 590,000

入 会 金 2,440,000 1,770,000 △ 670,000

年 会 費 40,000 120,000 80,000

2.　利　　　子 496 379 △ 117
3.　雑　収　入 500,000 476,030 △ 23,970
4.　基本金特別会計より繰り入れ 3,430,000 3,230,000 △ 200,000
当 期 歳 入 合 計（A） 6,410,496 5,596,409 △ 814,087
前 年 度 繰 越 収 支 差 額 389,399 389,399 0
歳　 入　 合　 計（B） 6,799,895 5,985,808 △ 814,087

（２）歳出の部
勘定項目 今年度予算 決算額 比較増△減額

1.　事　務　費 1,924,500 1,874,195 △ 50,305
消 耗 品 費 5,000 5,611 611

人 件 費 1,750,000 1,695,530 △ 54,470

通 信 費 30,000 35,866 5,866

旅 費 36,000 36,000 0

終身会費返金 100,000 100,000 0

雑 費 3,500 1,188 △ 2,312

2.　会　議　費 1,004,000 782,538 △ 221,462
代表委員会費 200,000 139,831 △ 60,169

代表委員会旅費 800,000 640,580 △ 159,420

役 員 会 費 4,000 2,127 △ 1,873

3.　事　業　費 2,320,000 2,208,592 △ 111,408
会報等印刷費 600,000 600,000 0

会 報 郵 送 費 900,000 840,150 △ 59,850

会報発送雑費 770,000 737,192 △ 32,808

ホームページ管理費 10,000 10,000 0

同窓会長賞費 40,000 21,250 △ 18,750

4.　名簿関係費 7,500 6,900 △ 600
発 送 費 7,500 6,900 △ 600

5.　慶　弔　費 50,000 12,051 △ 37,949
6.　支部総会派遣費 500,000 297,580 △ 202,420
7.　卒業・修了祝賀会　賛助費 150,000 150,000 0
8.　予　備　費 70,000 104,714 34,714
当期歳出合計（C） 6,026,000 5,436,570 △ 589,430
当期収支差額（A）−（C） 384,496 159,839 △ 224,657
次期繰越収支差額（B）−（C） 773,895 549,238 △ 224,657

２．基本金特別会計
（１）歳入の部 （単位：円、小文字は内訳）

勘定項目 今年度予算 決算額 比較増△減額
1.　終　身　会　費 4,600,000 3,540,000 △ 1,060,000

新 入 生 分 4,560,000 3,520,000 △ 1,040,000

卒 業 生 分 40,000 20,000 △ 20,000

2.　雑　　収　　入 0 0 0
3.　利　　　　　子 25,878 20,155 △ 5,723
当 期 歳 入 合 計（A） 4,625,878 3,560,155 △ 1,065,723
前 年 度 繰 越 収 支 差 額 60,116,799 60,116,799 0
歳　 入　 合　 計（B） 64,742,677 63,676,954 △ 1,065,723

（２）歳出の部
勘定項目 今年度予算 決算額 比較増△減額

1.　一般会計への繰入 3,430,000 3,230,000 △ 200,000
2.　振 込 料 0 0 0
当期歳出合計（C） 3,430,000 3,230,000 △ 200,000
当期収支差額（A）−（C） 1,195,878 330,155 △ 865,723
次期繰越収支差額（B）−（C） 61,312,677 60,446,954 △ 865,723

３．資産現在高 （単位：円）

項　　目 年度始現在高 現在高
１．一般会計 389,399 549,238
２．基本金特別会計 60,116,779 60,446,954

合　　計 60,506,178 60,996,192

平成28年度各務同窓会予算
収支予算書　（平成28年4月1日～平成29年3月31日まで）

１．一般会計
（１）歳入の部 （単位：円、小文字は内訳）

勘定項目 予算額 前年度予算額 差　異
1.　会　　　費 2,420,000 2,480,000 △ 60,000

入 会 金 2,370,000 2,440,000 △ 70,000

年 会 費 50,000 40,000 10,000

2.　利　　　子 24 496 △ 472
3.　雑　収　入 500,000 500,000 0
4.　基本金特別会計より繰り入れ 3,430,000 3,430,000 0
当 期 歳 入 合 計（A） 6,350,024 6,410,496 △ 60,472
前 年 度 繰 越 収 支 差 額 542,838 389,399 153,439
歳　 入　 合　 計（B） 6,892,862 6,799,895 92,967

（２）歳出の部
勘定項目 予算額 前年度予算額 差　異

1.　事　務　費 1,932,500 1,924,500 8,000
消 耗 品 費 5,000 5,000 0

人 件 費 1,750,000 1,750,000 0

通 信 費 38,000 30,000 8,000

旅 費 36,000 36,000 0

終身会費返金 100,000 100,000 0

雑 費 3,500 3,500 0

2.　会　議　費 1,004,000 1,004,000 0
代表委員会費 200,000 200,000 0

代表委員会旅費 800,000 800,000 0

役 員 会 費 4,000 4,000 0

3.　事　業　費 2,330,000 2,320,000 10,000
会報等印刷費 600,000 600,000 0

会 報 郵 送 費 900,000 900,000 0

会報発送雑費 780,000 770,000 10,000

ホームページ管理費 10,000 10,000 0

同窓会長賞費 40,000 40,000 0

4.　名簿関係費 7,500 7,500 0
発 送 費 7,500 7,500 0

5.　慶　弔　費 50,000 50,000 0
6.　支部総会派遣費 400,000 500,000 △ 100,000
7.　卒業・修了祝賀会　賛助費 150,000 150,000 0
8.　予　備　費 70,000 70,000 0
当期歳出合計（C） 5,944,000 6,026,000 △ 82,000
当期収支差額（A）−（C） 406,024 384,496 21,528
次期繰越収支差額（B）−（C） 948,862 773,895 174,967

２．基本金特別会計
（１）歳入の部 （単位：円、小文字は内訳）

勘定項目 予算額 前年度予算額 差　異
1.　終　身　会　費 4,790,000 4,600,000 190,000

新 入 生 分 4,740,000 4,560,000 180,000

卒 業 生 分 50,000 40,000 10,000

2.　雑　　収　　入 0 0 0
3.　利　　　　　子 651 25,878 △ 25,227
当 期 歳 入 合 計（A） 4,790,651 4,625,878 164,773
前 年 度 繰 越 収 支 差 額 60,446,954 60,116,799 330,155
歳　 入　 合　 計（B） 65,237,605 64,742,677 494,928

（２）歳出の部
勘定項目 予算額 前年度予算額 差　異

1.　一般会計への繰入 3,430,000 3,430,000 0
2.　100周年記念事業会
　　事業費として貸し出し 1,000,000 0 1,000,000

3.　振　　込　　料 1,000 0 1,000
当期歳出合計（C） 4,431,000 3,430,000 1,001,000
当期収支差額（A）−（C） 359,651 1,195,878 △ 836,227
次期繰越収支差額（B）−（C） 60,806,605 61,312,677 △ 506,072

４．資産保管状況 （単位：円）

項　　目 一般会計 基本金会計
1.　現　　　金 22,818
2.　普 通 預 金 大 垣 共 立 銀 行

十 六 銀 行 471,227 3,959,187
三 井 住 友 信 託 銀 行 518,513
三菱ＵＦＪ信託銀行 3,030,271
郵 便 局 38,793
み ず ほ 銀 行 5,477,236

3.　定期定額貯金 大 垣 共 立 銀 行 9,608,003
十 六 銀 行 21,833,744
三 井 住 友 信 託 銀 行 10,000,000
三菱ＵＦＪ信託銀行 6,000,000

4.　振 替 貯 金 16,400 20,000
合　　計 549,238 60,446,954
総　　計 60,996,192



各務同窓会報
No.97　　平成28年11月30日

− 5 −

足
し
、
本
課
程
は
工
学
部
の
化
学
・

生
命
工
学
科
の
一
部
と
「
生
命
科
学
・

化
学
専
攻
」
を
形
成
し
ま
す
。
現
在
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
入
試
方
法
の
検
討

を
進
め
て
お
り
、
両
学
部
の
良
さ
が

融
和
し
た
魅
力
的
な
専
攻
を
作
り
上

げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
２
点
目

は
、
平
成
30
年
度
に
予
定
さ
れ
て
い

る
岐
阜
県
食
品
科
学
研
究
所
（
仮
称
）

の
岐
阜
大
学
敷
地
内
へ
の
移
転
で
す
。

本
学
部
Ｂ
棟
に
隣
接
す
る
形
で
設
計

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
課
程
の

食
品
生
命
科
学
コ
ー
ス
で
は
、
食
品

の
栄
養
素
・
嗜
好
性
・
健
康
維
持
機

能
に
つ
い
て
の
知
識
、
さ
ら
に
製
造
・

加
工
・
保
存
・
安
全
性
・
流
通
に
つ

い
て
の
理
論
と
技
術
を
研
究
・
教
育

し
て
お
り
、
岐
阜
県
や
産
業
界
と
の

連
携
に
よ
っ
て
、
地
域
の
食
品
産
業

の
発
展
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
願
っ
て

い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
の

ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま

す
。

�

（
石
田　

秀
治
）

❖ 

生
産
環
境
科
学
課
程

　

昨
年
度
ま
で
の
3
年
間
課
程
長
と

し
て
本
課
程
の
運
営
・
管
理
に
多
大

な
る
ご
尽
力
を
賜
り
ま
し
た
宮
川
修

一
教
授
に
替
わ
り
、
本
年
度
よ
り
同

職
を
土
井
が
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、
生
産
環
境
科
学
課
程
の
近

況
を
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。
本
年

3
月
、
本
課
程
か
ら
90
名
が
卒
業
し
、

そ
の
内
の
39
名
（
他
の
大
学
院
も
含

む
）
が
修
士
課
程
へ
進
学
い
た
し
ま

し
た
。
ま
た
本
研
究
科
第
7
期
修
了

生
と
し
て
生
物
環
境
科
学
専
攻
か
ら

39
名
を
送
り
出
し
、
そ
の
内
の
8
名

が
博
士
課
程
へ
進
学
い
た
し
ま
し
た
。

3
月
の
卒
業
・
修
了
祝
賀
会
に
お
い

て
は
、
卒
業
生
で
は
森
菜
摘
さ
ん
が

学
部
長
表
彰
、
三
田
智
恵
さ
ん
が
同

窓
会
長
表
彰
を
受
け
、
修
了
生
で
は

森
脩
祐
さ
ん
が
学
長
表
彰
、
西
岡
友

樹
さ
ん
が
研
究
科
長
表
彰
、
速
水
菜

月
さ
ん
が
同
窓
会
長
表
彰
を
受
け
ま

し
た
。

　

本
年
4
月
に
は
、
本
課
程
に
新
入

学
生
82
名
（
3
年
生
編
入
学
生
5
名

を
含
む
）、
研
究
科
専
攻
に
54
名
を
迎

え
ま
し
た
。 

　

次
に
各
コ
ー
ス
の
動
向
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

応
用
植
物
科
学
コ
ー
ス
は
13
名
の

教
員
か
ら
な
り
、
コ
ー
ス
長
は
松
井

勤
教
授
で
す
。
管
理
運
営
面
で
は
福

井
博
一
教
授
が
学
部
長
・
研
究
科
長

と
し
て
学
部
お
よ
び
大
学
院
の
運
営

に
尽
力
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。
ま
た

大
学
院
担
当
教
員
で
あ
る
大
場
伸
也

教
授
は
フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
教
育
研
究

セ
ン
タ
ー
長
と
し
て
、
荒
井
聡
教
授

は
教
学
委
員
長
と
し
て
の
任
に
あ
た

っ
て
お
り
、
小
山
博
之
教
授
は
学
長

補
佐
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

岐
阜
大
学
応
用
生
物
科
学
部
学
術
研

究
補
佐
員
で
あ
っ
た
落
合
正
樹
氏
が
、

本
年
4
月
に
助
教
（
園
芸
生
産
工
学
、

園
芸
学
研
究
室
）
と
し
て
採
用
さ
れ

ま
し
た
。
研
究
活
動
の
成
果
と
し
て

は
、
山
根
京
子
助
教
の
指
導
の
も
と

山
木
美
幸
さ
ん
と
山
口
博
志
さ
ん
が

第
23
回
育
種
学
会
中
部
地
区
談
話
会

優
秀
ポ
ス
タ
ー
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。

　

応
用
動
物
科
学
コ
ー
ス
は
10
名
の

教
員
か
ら
な
り
、
コ
ー
ス
長
は
岩
澤

淳
教
授
で
す
。
平
成
23
年
度
科
学
技

術
人
材
育
成
費
補
助
事
業
「
テ
ニ
ュ

ア
ト
ラ
ッ
ク
普
及
・
定
着
事
業
」
で

テ
ニ
ュ
ア
ト
ラ
ッ
ク
助
教
と
し
て
平

成
24
年
1
月
に
採
用
さ
れ
た
只
野
亮

助
教
（
動
物
ゲ
ノ
ム
多
様
性
学
）
が
、

本
年
4
月
に
准
教
授
に
昇
任
さ
れ
ま

し
た
。
研
究
活
動
の
成
果
と
し
て
は
、

二
宮
茂
准
教
授
の
指
導
の
も
と
中
山

ふ
う
こ
さ
ん
が
日
本
家
畜
管
理
学
会
・

応
用
動
物
行
動
学
会
２
０
１
６
年
度

春
季
合
同
研
究
発
表
会
優
秀
発
表
賞
、

山
本
朱
美
准
教
授
の
指
導
の
も
と
吉

川
拓
磨
さ
ん
と
村
上
晶
紀
さ
ん
が
日

本
養
豚
学
会
第
１
０
４
回
大
会
若
手

優
秀
発
表
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

環
境
生
態
科
学
コ
ー
ス
は
16
名
の

教
員
か
ら
な
り
、
コ
ー
ス
長
は
平
松

研
教
授
で
す
。
管
理
運
営
面
で
は
向

❖ 

応
用
生
命
科
学
課
程

　

同
窓
生
の
皆
様
に
は
、
益
々
ご
健

勝
に
て
お
過
ご
し
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。
平
成
28
年
度
課
程

長
と
し
て
、
分
子
生
命
科
学
コ
ー
ス

長
の
岩
橋
均
教
授
、
食
品
生
命
科
学

コ
ー
ス
長
の
西
津
貴
久
教
授
の
ご
協

力
を
頂
き
な
が
ら
、
本
課
程
の
発
展

に
尽
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
様

の
ご
指
導
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

当
課
程
は
、
本
年
3
月
に
学
部
卒

業
生
81
名
を
送
り
出
し
、
そ
の
う
ち

37
名
が
大
学
院
修
士
課
程
に
進
学
し

ま
し
た
。
修
士
課
程
修
了
者
は
46
名

で
、
そ
の
う
ち
３
名
が
岐
阜
大
学
連

合
農
学
研
究
科
博
士
課
程
に
進
学
し

ま
し
た
。
こ
の
４
月
に
は
、
本
課
程

に
87
名
の
新
入
生
及
び
６
名
の
３
年

次
編
入
学
生
を
迎
え
入
れ
ま
し
た
。

大
学
院
修
士
課
程
に
は
平
成
27
年
度

秋
季
入
学
生
６
名
を
加
え
て
48
名
が

入
学
し
て
い
ま
す
。

　

教
員
の
動
向
と
し
ま
し
て
は
、
本

年
３
月
１
日
に
、
本
学
部
の
卒
業
生

で
あ
る
稲
垣
瑞
穂
助
教
が
食
品
素
材

科
学
分
野
に
着
任
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
矢
部
富
雄
准
教
授
が
３
月
１
日
付

で
教
授
に
昇
任
さ
れ
ま
し
た
。
鈴
木

文
昭
教
授
は
、
本
年
度
か
ら
理
事
（
国

際
・
広
報
担
当
）
に
専
念
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
、
課
程
を
離
れ
て
大
学
運

営
の
要
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
て
い
ま

す
。
光
永　

徹
教
授
は
本
年
度
よ
り

副
学
部
長
（
企
画
・
評
価
担
当
）
と

し
て
学
部
の
運
営
に
尽
力
さ
れ
て
お

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
山
内　

亮
教
授

が
平
成
29
年
３
月
で
ご
定
年
を
迎
え

ら
れ
ま
す
。
学
生
と
し
て
直
接
ご
指

導
を
頂
い
た
者
と
し
て
寂
し
い
限
り

で
す
。
最
終
講
義
等
へ
の
多
数
の
方

の
ご
出
席
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

学
生
の
表
彰
に
関
し
ま
し
て
は
、
平

成
27
年
度
卒
業
・
修
了
時
に
浅
野
早
知

さ
ん
（
学
長
表
彰
）、
岡
田
健
司
く
ん

（
学
部
長
表
彰
）、
宮
城
一
真
く
ん
（
同

窓
会
長
表
彰
）、
小
川
和
樹
く
ん
（
研

究
科
長
表
彰
）、
光
部
亮
佑
く
ん
（
同

窓
会
長
表
彰
・
大
学
院
）
が
表
彰
さ
れ
、

ま
た
本
年
６
月
１
日
の
創
立
記
念
日
に

高
橋
知
里
さ
ん
が
学
生
表
彰
を
受
け
ま

し
た
。

　

本
課
程
に
関
し
て
２
点
の
話
題
を

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
１
つ
目
は

修
士
課
程
の
改
組
で
す
。
平
成
29
年

度
よ
り
工
学
部
の
修
士
課
程
と
一
体

化
し
た
自
然
科
学
技
術
研
究
科
が
発

学
園
だ
よ
り

学
園
だ
よ
り
課
程
等
の
近
況
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井
譲
教
授
が
副
学
部
長
（
教
学
・
研

究
担
当
）
と
し
て
学
部
の
運
営
に
、

ま
た
千
家
正
照
教
授
が
連
合
農
学
研

究
科
長
と
し
て
研
究
科
の
運
営
に
尽

力
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。
研
究
活
動

の
成
果
と
し
て
川
窪
伸
光
教
授
の
指

導
の
も
と
森
脩
祐
さ
ん
が
第
47
回
種

生
物
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
河
野
昭
一
ポ

ス
タ
ー
賞
、
大
学
院
担
当
教
員
で
あ

る
村
岡
裕
由
教
授
と
斎
藤
琢
助
教
の

指
導
の
も
と
長
尾
彩
加
さ
ん
と
大
橋

千
遼
さ
ん
が
日
本
生
態
学
会
第
63
回

大
会
ポ
ス
タ
ー
賞
最
優
秀
賞
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

　

末
筆
な
が
ら
、
同
窓
生
各
位
の
ご

健
勝
と
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

（
土
井　

守
）

❖ 

共
同
獣
医
学
科

　

各
務
原
同
窓
会
員
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
4
月
、
共
同
獣
医
学
科
で
は

4
期
生
と
し
て
67
名
（
岐
阜
大
学
32

名
、
鳥
取
大
学
35
名
）
の
新
入
生
を

迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
本
学

科
に
は
1
期
か
ら
4
期
ま
で
の
学
生

（
合
計
２
７
２
名
）
が
在
籍
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
進
級
に
よ
り
、
遠
隔

講
義
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
授
業
、
学
生

移
動
型
授
業
、
教
員
移
動
型
授
業
が

増
え
、
教
職
員
一
同
、
新
た
な
教
育

体
制
の
整
備
に
邁
進
し
て
い
る
状
況

に
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
度
最
大
ト
ピ
ッ
ク
は
、

「
獣
医
学
共
用
試
験
」
と
し
て
のO

SCE

（
客
観
的
臨
床
能
力
試
験
）
とvetCBT

（Com
puter-based Testing

）
の
実

施
で
す
。
平
成
26
年
以
来
、
何
度
か

の
接
続
試
験
と
ト
ラ
イ
ア
ル
試
験
が

実
施
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
い
よ
い

よ
来
年
2
月
に
本
試
験
が
行
わ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
共
用
試
験
と
リ

ン
ク
し
て
始
め
ら
れ
る
参
加
型
臨
床

実
習
に
つ
き
ま
し
て
も
、
着
々
と
準

備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

加
え
て
、
平
成
29
年
度
に
岐
阜
大

学
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
移
転
予
定
の
岐

阜
県
中
央
家
畜
保
健
衛
生
所
・
高
度

病
性
鑑
定
セ
ン
タ
ー
と
の
有
機
的
連

携
を
目
指
し
設
置
さ
れ
た
「
家
畜

衛
生
地
域
連
携
教
育
研
究
セ
ン
タ

ー
（GeFAH

）」
も
活
動
を
本
格
化
さ

せ
て
お
り
ま
す
。
家
畜
保
健
衛
生
業

績
発
表
会
の
学
内
開
催
や
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
防
疫
演
習
、
共
同
獣
医
学

科
の
学
生
を
対
象
と
す
る
家
畜
保
健

衛
生
所
業
務
の
体
験
実
習
等
を
実
施

し
、
共
同
教
育
体
制
の
強
化
に
向
け
、

GeFAH

実
務
者
会
議
の
メ
ン
バ
ー
が

中
心
と
な
り
奔
走
を
続
け
て
お
り
ま

す
。

　

上
記
の
共
用
試
験
の
導
入
等
、
い

ま
獣
医
学
教
育
は
激
動
と
も
言
え
る

進
化
と
発
展
を
遂
げ
て
お
り
、
教
職

員
一
同
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を
続
け
て
お

り
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続

き
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
、
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

（
鈴
木
正
嗣
）

❖ 

連
合
農
学
研
究
科

　

各
務
同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
ま
す

ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

は
じ
め
に
、
平
成
26
年
度
か
ら
連

合
大
学
院
室
長
と
し
て
本
研
究
科
の

管
理
運
営
に
ご
尽
力
頂
き
ま
し
た
下

通
亘
氏
は
学
術
国
際
部
国
際
企
画
課

課
長
補
佐
と
し
て
異
動
と
な
り
、
新

た
に
都
竹
良
之
氏
を
お
迎
え
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
留
学
生

対
応
の
事
務
職
員
と
し
て
長
年
本
研

究
科
の
国
際
化
に
大
き
く
貢
献
さ
れ

ま
し
た
垣
添
明
子
氏
が
退
職
さ
れ
、

新
た
に
辻
亜
由
美
さ
ん
を
お
迎
え
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
平
成
28
年

度
は
、
千
家
研
究
科
長
他
、
事
務
の

都
竹
室
長
、
吉
田
係
長
、
小
島
、
高
橋
、

戸
本
、
笠
井
、
辻
が
協
力
し
て
本
研

究
科
の
管
理
運
営
に
努
め
て
お
り
ま

す
。

　

本
研
究
科
は
平
成
３
年
度
に
発
足

し
て
以
来
26
年
目
を
迎
え
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
平
成
27
年
度
の
学
位

授
与
者
数
は
課
程
博
士
９
名
（
内
、

外
国
人
留
学
生
８
名
）、
論
文
博
士
１

名
（
内
、
外
国
人
留
学
生
０
名
）
で

し
た
。
本
年
度
の
入
学
者
は
、
定
員

20
名
に
対
し
て
21
名
（
内
、
外
国
人

留
学
生
９
名
）
で
、
こ
れ
に
秋
季
入

学
の
学
生
も
加
わ
り
ま
す
。
現
在
、

本
研
究
科
に
は
、
総
数
92
名
の
学
生

が
在
籍
し
て
お
り
、
外
国
人
留
学
生

が
43
名
（
中
国
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

タ
イ
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
他
、
計
９

か
国
）
で
す
。

　

現
在
、
本
研
究
科
が
最
も
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
、
本
研
究

科
が
創
設
し
た
南
部
ア
ジ
ア
地
域
の

協
定
大
学
と
形
成
し
て
い
る
農
学
系

博
士
教
育
連
携
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム（IC-

GU
12

）
加
盟
大
学
15
校
（
ダ
ッ
カ
大

学
、
広
西
大
学
、
ア
ッ
サ
ム
大
学
、

イ
ン
ド
工
科
大
学
グ
ワ
ハ
テ
ィ
校
、

ア
ン
ダ
ラ
ス
大
学
、
バ
ン
ド
ン
工
科

大
学
、
ボ
ゴ
ー
ル
農
科
大
学
、
ガ
ジ

ャ
マ
ダ
大
学
、
ス
ブ
ラ
ス
・
マ
レ
ッ

ト
大
学
、
ラ
ン
ポ
ン
大
学
、
チ
ュ
ラ

ロ
ン
コ
ン
大
学
、
カ
セ
サ
ー
ト
大
学
、

モ
ン
ク
ッ
ト
王
ト
ン
ブ
リ
工
科
大
学
、

ハ
ノ
イ
工
科
大
学
、
チ
ュ
イ
ロ
イ
大

学
）
と
の
教
育
研
究
連
携
で
す
。
具

体
的
に
は
、
加
盟
大
学
15
校
の
修
士

修
了
生
を
対
象
と
し
た
特
別
入
試
の

導
入
（
平
成
27
年
度
入
試
か
ら
）、
本

研
究
科
学
生
の
現
地
派
遣
（
研
究
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）
と
加
盟
大
学
博

士
課
程
学
生
の
受
入
れ
（
サ
ン
ド
イ

ッ
チ
プ
ロ
グ
ラ
ム
）、
本
研
究
科
教
員

の
派
遣
（
広
報
、
共
同
研
究
、
特
別

講
義
の
実
施
等
）
と
加
盟
大
学
15
校

の
教
員
招
聘
（
農
学
特
別
講
義
Ⅲ
、

共
同
研
究
の
実
施
等
）
を
積
極
的
に

進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
の
環
境

整
備
と
し
て
、
加
盟
大
学
15
校
に
岐

阜
大
学
オ
フ
ィ
ス
（
ダ
ッ
カ
大
学
、

ス
ブ
ラ
ス
・
マ
レ
ッ
ト
大
学
、
広
西

大
学
）
の
設
置
、
共
同
実
験
室
（
ボ

ゴ
ー
ル
農
科
大
学
、
ス
ブ
ラ
ス
・
マ

レ
ッ
ト
大
学
、
ダ
ッ
カ
大
学
、
カ
セ

サ
ー
ト
大
学
、
ア
ン
ダ
ラ
ス
大
学
）

の
設
置
を
推
し
進
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
具
体
的
な
連
携
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
し
て
デ
ュ
ア
ル
Ｐ
ｈ
Ｄ
デ
ィ
グ

リ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
の
整
備
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
す
で
に
、
ダ
ッ
カ
大

学
、
ス
ブ
ラ
ス
・
マ
レ
ッ
ト
大
学
、

チ
ュ
ラ
ロ
ン
コ
ン
大
学
、
広
西
大
学
、

ア
ン
ダ
ラ
ス
大
学
、
ガ
ジ
ャ
マ
ダ
大

学
、
モ
ン
ク
ッ
ト
王
ト
ン
ブ
リ
工
科

大
学
の
７
大
学
と
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

覚
書
に
調
印
し
、
本
年
度
10
月
か
ら

ダ
ッ
カ
大
学
に
ダ
ブ
ル
・
デ
グ
リ
ィ
ー
・



各務同窓会報
No.97　　平成28年11月30日

− 7 −

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
学
生
が
入
学
す
る
予

定
で
す
。
さ
ら
に
、
加
盟
大
学
か
ら

の
入
学
生
の
経
済
的
サ
ポ
ー
ト
と
し

て
、
文
部
科
学
省
の
国
費
外
国
人
留

学
生
の
特
別
枠
の
申
請
が
採
択
さ
れ
、

一
昨
年
度
か
ら
３
年
間
、
毎
年
、
修

士
２
名
、
博
士
４
名
に
対
し
て
国
費

奨
学
金
が
給
付
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　

８
月
29
日
～
31
日
に
は
上
記
15

校
の
加
盟
大
学
を
招
い
て
「The 

5
th U

G
SA
S-G
U
 R
oundtable &

 
Sym
posium

 2016

」
を
開
催
し
ま

す
。
今
回
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
、

ラ
オ
ス
人
民
民
主
共
和
国
の
ラ
オ
ス

国
立
大
学
が
参
加
し
、IC-GU

12

に
加

盟
予
定
で
す
。
12
月
に
は
海
外
連
携

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
加
藤
晴
也
客

員
教
授
が
中
心
と
な
っ
て
、
タ
イ
の

カ
セ
サ
ー
ト
大
学
で
微
生
物
科
学
分

野
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、

現
地
の
大
学
と
企
業
、
本
研
究
科
と

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
部
会
参
加
企
業
の

研
究
交
流
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
一
連
の
活
動
は
、
本
研
究

科
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
1.

gifu-u.ac.jp/~rendai/

）
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

最
後
に
同
窓
生
の
皆
様
の
ご
健
康

と
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

（
千
家
正
照
）

❖ 

連
合
獣
医
学
研
究
科

　

各
務
同
窓
会
の
み
な
さ
ま
に
は
、

ご
健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。
連
合
獣
医
学
研
究
科
の
昨
年

度
の
学
位
授
与
者
数
は
、
課
程
博

士
20
名
、
論
文
博
士
7
名
で
あ
り
、

こ
れ
ま
で
の
学
位
授
与
者
数
の
総
計

は
、
課
程
博
士
4
6
2
名
、
論
文
博

士
1
4
4
名
と
な
り
、
連
合
大
学
院

設
置
か
ら
26
年
を
経
過
し
ま
す
が
、

多
く
の
優
秀
な
修
了
生
を
世
に
送
り

だ
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
構
成
す

る
4
大
学
と
5
連
携
機
関
の
先
生
方

や
事
務
局
の
み
な
さ
ま
の
ご
努
力
の

賜
物
と
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
16
年
の
独
法
化
後
、
岐
阜
大
学

は
、
国
立
大
学
法
人
と
し
て
6
年
周

期
の
中
期
目
標
・
中
期
計
画
を
2
回

実
施
し
、
本
年
4
月
よ
り
第
3
期
に

入
っ
て
お
り
ま
す
。
第
3
期
は
、
こ

れ
ま
で
と
は
異
な
り
、
大
学
の
機
能

面
で
の
グ
ル
ー
プ
分
け
と
共
に
大
学

予
算
の
要
求
や
実
施
方
法
等
も
変
化

し
、
大
学
法
人
と
し
て
の
独
自
性
が

強
く
打
ち
出
さ
れ
て
き
て
お
り
ま

す
。
連
合
大
学
院
に
お
き
ま
し
て
も
、

1
昨
年
ご
ろ
か
ら
こ
う
し
た
大
学
運

営
の
変
化
に
伴
い
ま
し
て
、
連
合
大

学
院
の
今
後
の
在
り
方
に
つ
い
て
構

成
大
学
間
で
検
討
を
重
ね
て
ま
い
り

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
東
の
連
合
大

学
院
を
構
成
す
る
帯
広
畜
産
大
学

は
、
独
自
で
新
研
究
科
を
設
置
へ
、

ま
た
、
岩
手
大
学
と
東
京
農
工
大
学

は
、
共
同
獣
医
学
科
を
基
盤
と
し
た

新
研
究
科
を
2
大
学
で
設
置
す
る
方

向
性
で
構
成
4
大
学
が
合
意
い
た
し

ま
し
た
。
岐
阜
大
学
に
お
き
ま
し
て

も
、
現
在
、
連
合
獣
医
学
研
究
科
後

の
教
育
体
制
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、

こ
れ
ま
で
連
合
獣
医
学
研
究
科
が
築

い
た
実
績
と
効
果
は
、
今
後
と
も
十

分
に
活
か
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お

り
、
各
研
究
科
が
教
育
連
携
に
て
大

学
院
教
育
の
質
保
証
に
向
け
て
連
携

を
深
め
る
予
定
で
す
。
各
大
学
の
新

研
究
科
の
設
置
は
、
平
成
30
年
度
～

31
年
度
に
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
連
合
大
学
院
に
入
学
を
希
望
す

る
学
生
お
よ
び
在
籍
者
に
つ
き
ま
し

て
は
、
こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
ぬ
姿
勢

で
基
幹
校
と
し
て
支
援
を
し
て
い
く

つ
も
り
で
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
ご

支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
に
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

（
石
黒
直
隆
）

❖ 

附
属
岐
阜
フ
ィ
ー
ル
ド
科
学

　 

教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

　

各
務
同
窓
会
員
の
皆
様
に
は
、
ま

す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
度
よ
り
セ
ン
タ
ー
専
任
教
員

の
大
場
が
セ
ン
タ
ー
長
を
拝
命
い
た

し
ま
し
た
。
宜
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
セ
ン
タ
ー
で
は
、
教
員
並
び

に
技
術
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
、
セ

ン
タ
ー
で
実
施
す
る
多
く
の
実
験
実

習
や
研
究
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
さ
ら
に

学
外
に
対
し
て
も
各
種
公
開
講
座
や

見
学
会
を
開
催
し
、
活
発
に
活
動
し

て
い
ま
す
。

　

柳
戸
農
場
で
は
、
事
務
関
係
者
の

ご
協
力
で
生
産
物
の
学
内
販
売
を
強

化
し
、
農
場
の
ア
ピ
ー
ル
と
収
益
の

向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。
演
習
林

で
は
、
外
部
委
託
事
業
で
得
ら
れ
た

収
益
を
も
と
に
柳
戸
試
験
林
の
整
備

や
、
位
山
演
習
林
の
案
内
マ
ッ
プ
の

作
製
、
実
習
教
育
の
強
化
を
図
っ
て

い
ま
す
。
美
濃
加
茂
農
場
で
は
、
優

良
な
繁
殖
牛
を
導
入
す
る
こ
と
で
近

い
将
来
の
優
良
牛
の
生
産
が
期
待
さ

れ
ま
す
。
ま
た
農
場
を
活
動
拠
点
と

す
る
農
場
サ
ー
ク
ル
の
学
生
は
、
平

成
16
年
の
発
足
か
ら
徐
々
に
人
数
が

増
え
、
１
０
０
名
を
超
え
る
学
生
が

毎
週
定
例
の
農
場
の
農
作
業
や
諸
活

動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
同
窓
の
皆
様
方
の
ご
協

力
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。（

大
場
伸
也
）

❖ 

動
物
病
院

　

各
務
同
窓
会
の
皆
様
に
は
ま
す
ま

す
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

本
年
度
も
共
同
獣
医
学
科
の
前
田

貞
俊
が
動
物
病
院
長
を
引
き
続
き
務

め
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

は
じ
め
に
、
昨
年
発
生
し
ま
し
た

附
属
動
物
病
院
を
受
診
さ
れ
た
飼
い

主
様
の
情
報
が
含
ま
れ
た
印
刷
資
料

の
紛
失
に
際
し
ま
し
て
、
多
く
の
方
々

に
多
大
な
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
こ

と
を
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
、
個
人
情
報
の
適
切
な
取
扱
い
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が
徹
底
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が

明
ら
か
と
な
り
、
こ
れ
を
深
く
反
省

し
、
今
後
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
再

発
さ
せ
な
い
よ
う
、
附
属
動
物
病
院

内
に
お
け
る
情
報
の
管
理
・
運
用
体

制
の
抜
本
的
な
見
直
し
と
と
も
に
、

教
職
員
お
よ
び
学
生
に
対
す
る
個
人

情
報
保
護
に
関
す
る
教
育
指
導
等
、

個
人
情
報
の
保
護
対
策
の
徹
底
強
化

に
最
善
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

病
院
現
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。
腫
瘍
科
を
担
当
さ
れ
て

お
り
ま
し
た
丸
尾
幸
嗣
先
生
が
定
年

退
職
さ
れ
ま
し
た
が
、
動
物
病
院
の

収
入
を
原
資
と
し
て
、
内
科
、
神
経

科
お
よ
び
腫
瘍
科
に
助
教
を
一
名
ず

つ
新
た
に
採
用
し
ま
し
た
。
し
た
が

っ
て
、
動
物
病
院
の
常
勤
教
員
は
任

期
付
き
教
員
を
含
め
て
現
在
19
名
と

な
り
ま
す
。
今
後
も
、
診
療
、
教
育

お
よ
び
研
究
の
レ
ベ
ル
向
上
に
努
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
の
診
療
件
数
で
す
が
、

約
９
，０
０
０
件
と
平
成
26
年
度
と
ほ

ぼ
同
数
で
し
た
。
収
入
で
は
、
10
校

あ
る
獣
医
系
国
立
大
学
の
中
で
は
上

位
4
番
目
、
公
立
大
学
お
よ
び
私
立

大
学
を
含
め
た
獣
医
大
学
16
校
の
中

で
は
上
位
7
番
目
と
な
り
ま
す
。
今

後
も
、
愛
知
県
お
よ
び
三
重
県
を
中

心
と
す
る
地
域
獣
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
さ
ら
に
強
化
さ
せ
、
中
部
地
区

に
お
け
る
基
幹
病
院
と
し
て
の
責
務

を
果
た
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

今
後
も
同
窓
の
皆
様
方
の
ご
協
力

と
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
（
前
田
貞
俊
）

❖ 

野
生
動
物
管
理
学

　
　
　
　 

研
究
セ
ン
タ
ー

　

各
務
原
同
窓
会
員
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
ず
、
岐
阜
県
に
よ
る
寄
附
研
究

部
門
の
「
鳥
獣
対
策
研
究
部
門
」
に

関
す
る
ご
報
告
で
す
。
同
部
門
は
、

平
成
28
年
度
が
今
期
の
最
終
年
で
も

あ
り
、
被
害
対
策
や
生
息
状
況
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
等
に
関
わ
る
こ
れ
ま
で
の

成
果
の
取
り
ま
と
め
と
総
括
を
行
っ

て
い
る
段
階
に
あ
り
ま
す
。

　

教
育
・
普
及
啓
発
面
で
は
、
例
年

ど
お
り
岐
阜
県
教
員
免
許
状
更
新
講

習
の
講
義
の
ほ
か
、
野
生
動
物
管
理

学
研
究
セ
ン
タ
ー
の
提
供
授
業
（
野

生
動
物
管
理
学
入
門
）
も
継
続
し
て

お
り
ま
す
。
定
例
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・

セ
ミ
ナ
ー
と
し
て
は
、
7
月
19
日
に

「
鳥
害
研
究
最
前
線
〜
カ
ラ
ス
と
カ
ワ

ウ
〜
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
近
年
活
発
化
し
て
い
る
「
野

生
鳥
獣
の
資
源
化
」
へ
の
対
応
と
し

て
、
岐
阜
県
か
ら
の
「
ぎ
ふ
ジ
ビ
エ

解
体
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
・

実
証
委
託
業
務
」
を
受
託
し
て
お
り

ま
す
。
学
内
に
お
い
て
は
、
大
学
Ｃ

Ｏ
Ｃ
事
業
の
一
環
の
授
業
と
し
て
「
ジ

ビ
エ
倶
楽
部
」
を
開
講
す
る
に
至
り

ま
し
た
。

　

以
上
の
と
お
り
、
セ
ン
タ
ー
員
一

同
、
鳥
獣
に
関
わ
る
多
様
な
取
り
組

み
を
精
力
的
に
進
め
て
お
り
ま
す
。

同
窓
の
皆
様
に
は
引
き
続
き
ご
指
導
、

ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
改
め
て

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。（

鈴
木
正
嗣
）

❖ 
比
較
が
ん
セ
ン
タ
ー

　

比
較
が
ん
セ
ン
タ
ー
は
設
立
か
ら
7

年
目
と
な
り
、
大
き
な
曲
が
り
角
を
迎

え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
本
セ
ン
タ
ー

は
、
動
物
と
人
の
腫
瘍
を
一
括
し
て
研

究
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
前
セ
ン
タ
ー

長
の
丸
尾
先
生
の
主
導
に
よ
り
設
立
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
類
似
点
が
多

い
動
物
と
人
の
腫
瘍
を
連
携
し
て
研
究

す
る
こ
と
に
よ
り
、
お
互
い
に
メ
リ
ッ

ト
が
得
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
と
い
う「
比

較
腫
瘍
学
」
の
考
え
方
を
も
と
に
、
連

合
創
薬
医
療
情
報
研
究
科
と
の
共
同
研

究
な
ど
で
成
果
を
挙
げ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
本
年
3
月
末
を
も
っ
て
、
中

心
人
物
で
あ
っ
た
丸
尾
先
生
が
、
残
念

な
が
ら
定
年
退
職
さ
れ
ま
し
た
。
後
任

と
し
て
私
が
セ
ン
タ
ー
長
に
任
命
さ
れ

ま
し
た
が
、
丸
尾
先
生
と
比
較
し
て
力

不
足
の
感
は
否
め
ま
せ
ん
。
幸
い
い
く

つ
か
の
新
た
な
学
内
共
同
研
究
が
進
行

中
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
ま
ず
は
成
功
さ

せ
る
よ
う
全
力
を
尽
く
し
て
い
く
所
存

で
す
。
ま
た
、
岐
阜
大
学
は
大
学
院
で

連
携
し
て
い
る
岐
阜
薬
科
大
学
を
含
め

ま
す
と
、
医
学
、
薬
学
、
獣
医
学
が
同

一
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
存
在
し
て
い
る
と

い
う
全
国
で
も
数
少
な
い
環
境
と
な
っ

て
い
ま
す
。
近
年
こ
の
環
境
を
生
か
そ

う
と
い
う
動
き
も
あ
り
、
比
較
が
ん
セ

ン
タ
ー
は
そ
の
重
要
な
核
と
な
っ
て
い

く
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
ど
う
ぞ
今

後
と
も
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
森　
　

崇
）

❖ 

共
同
獣
医
学
教
育
開
発

　 

推
進
セ
ン
タ
ー

　

共
同
獣
医
学
科
が
設
置
４
年
目
を

迎
え
、
応
用
・
臨
床
系
の
教
育
が
加

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
５
年
次
か
ら
は
、

附
属
動
物
病
院
に
来
院
し
た
患
畜
を

対
象
に
、「
総
合
参
加
型
臨
床
実
習
」

が
始
ま
り
ま
す
。
実
際
の
診
療
に
係

わ
る
こ
と
か
ら
、
学
生
の
質
を
保
証

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

４
年
生
終
了
後
、
全
国
統
一
の
「
獣

医
学
共
用
試
験
」
を
受
験
し
、
合
格

し
な
け
れ
ば
、
同
実
習
を
受
講
で
き

ま
せ
ん
。
学
生
は
、国
家
試
験
以
外
に
、

中
間
で
試
験
に
よ
る
評
価
を
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
他
に
、
以
前
、

ご
紹
介
し
ま
し
た
２
年
次
の
学
生
移

動
型
授
業
で
は
、
宮
内
庁
式
部
職
鵜

匠
・
山
下
哲
司
さ
ん
（
第
14
回
Ｐ
科

卒
業
）
に
加
え
、
Ｊ
Ｒ
Ａ
前
理
事
長

の
土
川
健
之
さ
ん
（
本
学
農
学
部
Ｖ

科
第
16
回
卒
業
・
応
用
生
物
科
学
部

客
員
獣
医
学
系
教
授
）
に
ご
講
演
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
公
衆
衛
生

学
実
習
で
は
、
そ
の
一
部
を
鳥
取
大

学
の
伊
藤
啓
史
准
教
授
（
本
学
農
学

部
Ｖ
科
第
39
回
卒
業
）
に
ご
担
当
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

同
窓
生
の
皆
様
か
ら
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
共
同
獣
医
学
教
育
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
こ
の
紙
面
を
お
借
り
し
、

深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。
引
き
続
き
、

ご
支
援
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

（
杉
山　

誠
）
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定
年
退
職
　�

Ｈ
28
．3
．31

共
同
獣
医
学
科

　
丸
　
尾
　
幸
　
嗣

昇
　
　
任
　�

Ｈ
28
．4
．1

応
用
生
命
科
学
課
程　

食
品
科
学

教
授

　
矢
　
部
　
富
　
雄

応
用
生
命
科
学
課
程　

食
品
科
学　

准
教
授
か
ら

Ｈ
28
．4
．1

共
同
獣
医
学
科　

臨
床
獣
医
学

教
授

　
森
　
　
　
崇

共
同
獣
医
学
科　

臨
床
獣
医
学　

准
教
授
か
ら

Ｈ
28
．4
．1

生
産
環
境
科
学
課
程　

応
用
動
物
科
学

准
教
授

　
只
　
野
　
　
　
亮

生
産
環
境
科
学
課
程　

応
用
動
物
科
学　

助
教
よ
り

採
　
　
用
　�

Ｈ
27
．９
．1

生
産
環
境
科
学
課
程　

生
態
環
境
学

助
教

　
広
　
田
　
　
　
勲

Ｈ
27
．12
．1

共
同
獣
医
学
科　

臨
床
獣
医
学

助
教

　
西
　
田
　
英
　
高

Ｈ
28
．２
．1

共
同
獣
医
学
科　

臨
床
獣
医
学

助
教

　
髙
　
島
　
　
　
諭

Ｈ
28
．３
．1

応
用
生
命
科
学
課
程　

食
品
化
学

助
教

　
稲
　
垣
　
瑞
　
穂

Ｈ
28
．３
．1

生
産
環
境
科
学
課
程　

植
物
生
産
科
学

助
教

　
落
　
合
　
正
　
樹

Ｈ
28
．４
．1

共
同
獣
医
学
科　

臨
床
獣
医
学

助
教

　
松
　
原
　
達
　
也

Ｈ
28
．４
．1

付
属
動
物
病
院

助
教

　
岩
　
﨑
　
遼
　
太

広
田　
　

勲

　

平
成
27
年
（
２
０
１
５
年
）
9

月
1
日
か
ら
応
用
生
物
科
学
部
生

産
環
境
科
学
課
程
環
境
生
態
科
学

コ
ー
ス
に
助
教
と
し
て
着
任
し
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
東
南
ア
ジ
ア
大
陸

部
、
主
に
ラ
オ
ス
北
部
の
山
地
部

で
、
焼
畑
農
業
が
行
わ
れ
て
い
る
地

域
を
対
象
と
し
て
農
耕
地
生
態
系

に
お
け
る
資
源
利
用
動
態
に
つ
い

て
調
査
、
研
究
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。
最
近
は
特
に
、
自
然
資
源
利

用
が
盛
ん
な
地
域
で
の
植
物
資
源

量
の
推
定
と
イ
ン
ベ
ン
ト
リ
ー
の

作
成
、
森
林
生
態
系
に
お
け
る
タ
ケ

の
動
態
と
利
用
実
態
、
焼
畑
シ
ス
テ

ム
に
お
け
る
大
型
家
畜
の
放
牧
の

現
状
と
課
題
に
つ
い
て
重
点
的
に

調
査
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
に
加
え
、
岐
阜
大

学
で
は
地
域
と
の
連
携
を
視
野
に

入
れ
た
活
動
が
多
く
行
わ
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
、
新
た
に
日
本
に

お
け
る
調
査
、
研
究
も
行
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
岐
阜
は
山

も
多
く
、
か
つ
て
は
焼
畑
農
業
が
広

く
行
わ
れ
て
い
た
土
地
で
も
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ま
で
机
上
で
し
か
触
れ

る
こ
と
の
な
か
っ
た
日
本
の
か
つ

て
の
焼
畑
農
業
や
現
在
行
わ
れ
て

い
る
山
地
農
業
に
つ
い
て
も
見
識

を
広
め
、
日
本
と
東
南
ア
ジ
ア
の
農

業
の
比
較
の
視
点
も
入
れ
な
が
ら
、

新
た
に
配
属
さ
れ
る
学
生
と
と
も

に
、
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
自
由
に
発
想
し
、
活
発
な

議
論
が
行
わ
れ
る
研
究
室
の
雰
囲

気
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
く
所
存

で
す
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
の
た
め
皆
様

に
は
様
々
な
場
面
で
ご
迷
惑
を
お

か
け
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
か
と
思

い
ま
す
が
、
何
卒
ご
指
導
ご
鞭
撻
の

ほ
ど
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

�

西
田　

英
高

　

２
０
１
５
年
12
月
に
獣
医
臨
床

放
射
線
学
研
究
室
の
助
教
に
着
任

い
た
し
ま
し
た
。
大
阪
府
立
大
学
を

卒
業
後
、
奈
良
の
民
間
病
院
に
８
年

間
臨
床
に
携
わ
り
、
大
学
院
へ
進
学

し
ま
し
た
。
大
学
院
で
は
幹
細
胞
を

用
い
た
犬
の
脊
髄
損
傷
に
対
す
る

治
療
法
に
つ
い
て
研
究
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
後
、
２
年
半
博
士
研
究

員
と
し
て
テ
キ
サ
ス
Ａ
＆
Ｍ
大
学

に
て
研
究
漬
け
の
生
活
を
過
ご
し

ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
で
は
幹
細
胞
の

培
養
上
清
か
ら
修
復
因
子
を
濃
縮

し
、
脳
損
傷
に
対
す
る
新
た
な
治
療

法
の
開
発
に
つ
い
て
携
わ
り
ま
し

た
。
文
化
の
違
い
に
戸
惑
い
な
が
ら

様
々
な
国
の
人
た
ち
と
研
究
す
る

楽
し
み
と
大
変
さ
を
学
び
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
経
験
を
生
か
し
、
獣
医
学

の
発
展
及
び
教
育
に
貢
献
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
の
研
究
テ
ー
マ
と
し
て
、
①

中
枢
神
経
疾
患
に
対
す
る
幹
細
胞

及
び
分
泌
因
子
を
用
い
た
治
療
法

の
開
発
、
②
中
枢
神
経
疾
患
に
対
す

る
診
断
・
予
後
を
判
定
す
る
た
め

に
有
用
な
バ
イ
オ
マ
ー
カ
ー
の
開

発
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
附
属
動
物
病
院
で
は
、

専
門
で
あ
る
神
経
疾
患
を
中
心
に

外
科
診
療
を
担
当
す
る
予
定
で
す
。

専
門
的
な
知
識
や
技
術
を
習
得
し
、

よ
り
高
度
な
診
療
を
提
供
で
き
る

よ
う
に
励
む
所
存
で
す
。
ま
た
、
若

手
獣
医
師
の
育
成
に
も
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
研
究
に
つ
い
て
も
海
外

で
学
ん
で
き
た
こ
と
を
さ
ら
に
発

展
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
精
一
杯
努
力
し
て
い
き
ま
す

の
で
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
賜
り
ま
す
よ

う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

新
任
教
員
の

　
　あ
い
さ
つ

　
　

教
員
の
異
動
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髙
島　
　

諭

　

平
成
28
年
2
月
1
日
付
け
で
共

同
獣
医
学
科
獣
医
内
科
学
研
究
室

に
助
教
と
し
て
着
任
い
た
し
ま
し

た
。
本
学
連
合
獣
医
学
研
究
科
（
獣

医
学
専
攻
）
に
お
い
て
学
位
を
取
得

し
た
後
、
本
学
の
ポ
ス
ド
ク
と
し

て
研
究
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
教
員
と
い
う
立
場
で
、

研
究
だ
け
で
な
く
教
育
と
運
営
に

お
い
て
も
母
校
に
貢
献
で
き
る
こ

と
を
と
て
も
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　

私
は
こ
れ
ま
で
、
外
因
性
イ
ン
ス

リ
ン
投
与
歴
の
な
い
ネ
コ
が
血
液

中
に
自
然
に
保
有
す
る
「
抗
イ
ン
ス

リ
ン
自
己
自
然
抗
体
」
に
関
す
る
研

究
、
ネ
コ
へ
の
経
口
ア
ル
ギ
ニ
ン

投
与
に
よ
る
イ
ン
ス
リ
ン
分
泌
刺

激
に
関
す
る
研
究
、
全
身
麻
酔
中

の
イ
ヌ
や
ネ
コ
に
お
け
る
体
温
低

下
の
軽
減
を
目
的
と
し
た
ア
ミ
ノ

酸
輸
液
に
関
す
る
研
究
な
ど
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
着

任
後
か
ら
は
、
ネ
コ
の
腎
機
能
評

価
に
有
効
な
新
規
マ
ー
カ
ー
の
検

索
に
関
す
る
研
究
な
ど
に
新
た
に

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
臨
床
系

教
員
と
し
て
附
属
動
物
病
院
の
内

科
診
療
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、

自
分
の
研
究
成
果
を
臨
床
獣
医
学

の
発
展
に
少
し
で
も
役
立
て
ら
れ

る
よ
う
尽
力
し
て
い
く
所
存
で
す
。

私
は
、
民
間
企
業
と
独
立
行
政
法

人
に
お
い
て
約
６
年
間
勤
務
し
た

経
験
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
経
験
は
、

就
職
前
の
学
生
達
が
社
会
に
対
し

て
抱
い
て
い
る
不
安
を
解
消
さ
せ

る
た
め
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

�

稲
垣　

瑞
穂

　

平
成
28
年
3
月
1
日
付
け
で
応

用
生
物
科
学
部
食
品
生
命
科
学

コ
ー
ス
食
品
素
材
科
学
研
究
室
に

助
教
と
し
て
着
任
い
た
し
ま
し
た

稲
垣
瑞
穂
と
申
し
ま
す
。
私
は
、
平

成
15
年
に
岐
阜
大
学
農
学
部
を
卒

業
、
同
大
学
院
農
学
研
究
科
を
修
了

い
た
し
ま
し
た
。
民
間
の
食
品
会
社

へ
勤
め
た
後
、
連
合
農
学
研
究
科
へ

進
学
し
、
平
成
22
年
に
岐
阜
大
学
よ

り
博
士
号
を
拝
受
い
た
し
ま
し
た
。

博
士
取
得
後
は
、
岐
阜
大
学
応
用
生

物
科
学
部
お
よ
び
岐
阜
大
学
大
学

院
連
合
農
学
研
究
科
に
て
学
術
研

究
補
佐
員
と
し
て
4
年
半
、
神
戸
大

学
自
然
科
学
系
先
端
融
合
研
究
環

に
て
学
術
研
究
員
と
し
て
半
年
、
計

5
年
の
経
験
を
積
ん
で
き
ま
し
た
。

今
春
、
非
常
に
あ
り
が
た
い
ご
縁
に

恵
ま
れ
、
大
好
き
な
岐
阜
大
学
に
戻

り
研
究
が
続
け
ら
れ
る
こ
と
を
心

よ
り
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

私
の
卒
業
論
文
の
テ
ー
マ
は
、
乳

幼
児
期
に
罹
患
す
る
ロ
タ
ウ
イ
ル

ス
下
痢
症
に
対
し
て
、
子
ど
も
に
身

近
な
食
材
で
あ
る
牛
乳
の
中
か
ら
、

感
染
を
予
防
す
る
成
分
を
探
す
こ

と
で
し
た
。
こ
の
研
究
の
面
白
さ
を

捨
て
が
た
く
、
今
も
、
そ
の
見
出
さ

れ
た
活
性
成
分
の
感
染
阻
害
メ
カ

ニ
ズ
ム
の
解
明
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
学
生
さ
ん
と
と
も
に
ワ
ク
ワ

ク
し
な
が
ら
、
母
子
を
つ
な
ぐ
ミ
ル

ク
の
新
し
い
役
割
を
見
つ
け
る
こ

と
が
、
私
の
夢
で
あ
り
課
題
で
す
。

　

岐
阜
大
学
の
学
生
さ
ん
の
チ
ャ
ー

ム
ポ
イ
ン
ト
は
、
純
粋
な
こ
こ
ろ
と

コ
ツ
コ
ツ
と
熱
心
に
取
り
組
め
る

と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
良
い

と
こ
ろ
は
さ
ら
に
キ
ラ
リ
と
光
る

よ
う
に
、
ま
た
学
生
生
活
が
社
会
に

巣
立
つ
た
め
の
有
意
義
な
準
備
期

間
と
な
る
よ
う
、
責
任
を
持
っ
て
努

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
未
熟
者
で
は
あ
り
ま

す
が
、
感
謝
と
初
心
の
気
持
ち
を
忘

れ
ず
に
、
微
力
な
が
ら
岐
阜
大
学
の

研
究
・
教
育
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、

皆
様
の
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
賜
り
な

が
ら
、
精
一
杯
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
重
ね
て
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

�

落
合　

正
樹

　

平
成
28
年
３
月
１
日
付
け
で
応

用
生
物
科
学
部
応
用
植
物
科
学

コ
ー
ス
に
助
教
と
し
て
着
任
い
た

し
ま
し
た
落
合
正
樹
と
申
し
ま
す
。

私
は
三
重
県
鈴
鹿
市
で
生
ま
れ
育

ち
、
名
古
屋
大
学
農
学
部
を
卒
業

後
、
名
古
屋
大
学
大
学
院
生
命
農
学

研
究
科
へ
進
学
し
、
名
古
屋
大
学
よ

り
博
士
号
を
拝
受
い
た
し
ま
し
た
。

博
士
課
程
修
了
後
は
、
岐
阜
大
学
応

用
生
物
科
学
部
の
学
術
研
究
補
佐

員
を
経
て
現
職
に
至
り
ま
す
。

　

研
究
は
学
生
の
頃
か
ら
花
卉
園

芸
学
一
筋
で
、
こ
れ
ま
で
は
切
り

花
と
し
て
生
産
さ
れ
る
ト
ル
コ
ギ

キ
ョ
ウ
の
収
穫
後
の
開
花
制
御
を

目
的
と
し
た
、
花
弁
の
展
開
に
関
わ

る
遺
伝
子
の
発
現
解
析
や
遺
伝
子

組
み
換
え
に
よ
る
機
能
解
析
、
バ
ラ

に
お
け
る
高
効
率
な
形
質
転
換
法

の
新
規
開
発
に
携
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
ち
な
み
に
趣
味
も
ベ
ラ
ン
ダ
で

の
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
や
高
山
植
物
を

見
る
た
め
の
登
山
な
ど
で
、
い
つ
も

頭
の
中
が
お
花
畑
で
す
。
今
後
も
卉

園
芸
作
物
を
研
究
対
象
と
し
て
、
こ

れ
ま
で
に
培
っ
た
基
礎
的
な
分
子

生
物
学
の
ス
キ
ル
を
活
か
し
つ
つ
、

よ
り
生
産
現
場
へ
還
元
で
き
る
研

究
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
奇
し
く
も
、
本
学
は
キ
ャ

ン
パ
ス
内
に
付
属
農
場
が
併
設
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
農
業
生
産

が
盛
ん
な
地
域
で
あ
り
、
意
欲
的
な

花
卉
園
芸
作
物
の
生
産
者
も
多
く

見
受
け
ら
れ
ま
す
。
地
元
の
産
業
に

根
差
し
た
園
芸
学
研
究
を
行
う
者

に
と
っ
て
こ
の
よ
う
な
恵
ま
れ
た

環
境
で
働
か
せ
て
い
た
だ
け
る
こ

と
を
大
変
光
栄
に
思
い
ま
す
。
本
学

の
研
究
活
動
お
よ
び
教
育
活
動
へ

貢
献
で
き
る
よ
う
微
力
な
が
ら
も

精
一
杯
努
力
し
て
ま
い
る
所
存
で

す
。
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

�

松
原　

達
也

　

平
成
28
年
4
月
1
日
付
け
で
応

用
生
物
科
学
部
共
同
獣
医
学
科
産

業
動
物
臨
床
学
研
究
室
の
助
教
に

着
任
い
た
し
ま
し
た
松
原
達
也
と

申
し
ま
す
。
私
は
、
平
成
24
年
に
岐

阜
大
学
応
用
生
物
科
学
部
獣
医
学

課
程
を
卒
業
後
、
岐
阜
大
学
大
学
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院
連
合
獣
医
学
研
究
科
に
進
学
し
、

平
成
28
年
に
博
士
号
を
取
得
し
ま

し
た
。
岐
阜
大
学
に
は
学
ぶ
立
場
と

し
て
こ
れ
ま
で
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
が
、
そ
の
岐
阜
大
学
で
教

え
る
立
場
と
な
り
、
ご
縁
に
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
責
任
の
あ
る

教
員
と
な
っ
た
こ
と
で
、
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
で
す
。

　

私
が
着
任
し
た
産
業
動
物
臨
床

学
研
究
室
で
は
、
ウ
シ
な
ど
の
産

業
動
物
の
診
療
お
よ
び
産
業
動
物

臨
床
に
関
わ
る
教
育
、
研
究
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
通
じ
て
社

会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
に

つ
き
ま
し
て
は
、
私
は
マ
イ
ク
ロ
ミ

ニ
ピ
ッ
グ
と
い
う
実
験
用
ミ
ニ
ブ

タ
の
免
疫
学
的
特
性
に
関
し
て
研

究
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今

後
は
、
こ
れ
ら
の
知
識
を
活
か
し
、

研
究
の
対
象
で
あ
っ
た
ブ
タ
に
限

ら
ず
、
ウ
シ
な
ど
の
産
業
動
物
に
関

し
て
も
免
疫
学
的
研
究
を
行
い
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
特
に
、
産

業
動
物
臨
床
に
お
い
て
問
題
と
な

る
疾
患
の
有
用
な
診
断
マ
ー
カ
ー

の
検
索
な
ど
、
研
究
の
成
果
を
臨
床

の
場
に
還
元
で
き
る
よ
う
な
研
究

を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

研
究
・
教
育
・
診
療
と
ま
だ
ま
だ

未
熟
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
獣
医

師
、
そ
し
て
岐
阜
大
学
の
教
員
と

し
て
社
会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に

日
々
精
進
い
た
し
ま
す
。
今
後
も
ご

指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

�

岩
﨑　

遼
太

　

本
年
4
月
1
日
付
け
で
、
応
用
生

物
科
学
部
附
属
動
物
病
院
の
放
射

線
治
療
シ
ス
テ
ム
管
理
担
当
と
し

て
着
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

私
は
２
０
０
８
年
に
帯
広
畜
産

大
学
を
卒
業
し
た
後
、
4
年
間
東
京

の
動
物
病
院
で
小
動
物
診
療
を
学

び
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
が
ん
を
患

う
イ
ヌ
ネ
コ
が
非
常
に
多
く
、
ま
た

知
識
と
経
験
の
少
な
さ
か
ら
自
分

の
無
力
さ
を
痛
感
し
、
臨
床
腫
瘍
を

専
門
的
に
学
ぶ
こ
と
を
決
意
し
ま

し
た
。
岐
阜
大
学
に
は
、
当
時
の
商

業
誌
に
岐
阜
大
学
腫
瘍
科
の
先
生

方
が
執
筆
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
腫
瘍

科
診
療
数
が
急
増
し
て
い
る
と
聞

い
た
こ
と
、
ま
た
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
好
感
が
持
て
た
こ
と
な
ど
か

ら
志
望
し
ま
し
た
。
２
０
１
２
年
4

月
よ
り
本
学
腫
瘍
科
の
非
常
勤
獣

医
師
と
し
て
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
、
縁
も
ゆ
か
り
も
な
い
土

地
で
し
た
の
で
当
初
不
安
を
抱
え

て
は
お
り
ま
し
た
が
、
病
院
ス
タ
ッ

フ
の
皆
様
に
暖
か
く
見
守
っ
て
い

た
だ
き
、
あ
っ
と
い
う
間
に
5
年
目

と
な
り
ま
す
。
今
で
は
家
族
も
増

え
、
自
然
豊
か
な
こ
の
土
地
で
毎
日

を
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。
戦
国

武
将
に
も
だ
い
ぶ
詳
し
く
な
り
ま

し
た
。

　

放
射
線
取
扱
主
任
者
と
は
、
放
射

線
治
療
装
置
（
リ
ニ
ア
ッ
ク
）
を
管

理
し
て
い
く
上
で
法
律
上
必
要
な

資
格
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
を
利

用
し
て
研
究
に
も
力
を
注
い
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
Ｃ

Ｔ
な
ど
画
像
検
査
を
用
い
た
が
ん

の
診
断
、
治
療
効
果
判
定
、
予
後
予

測
な
ど
に
も
興
味
を
持
っ
て
お
り
、

今
年
度
か
ら
気
持
ち
を
新
た
に
努

力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ

ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

定
年
退
職
の
ご
挨
拶

山
内　
　

亮

　

各
務
同
窓
会

会
員
の
皆
様
に

は
ご
健
勝
に
て
ご
活
躍
の
こ
と
と
拝

察
い
た
し
ま
す
。

　

私
は
平
成
29
年
３
月
を
も
っ
て
定

年
退
職
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
昭

和
54
年
４
月
に
上
野
良
光
先
生
、
加

藤
宏
治
先
生
の
研
究
室
に
助
手
と
し

て
赴
任
し
て
か
ら
37
年
余
の
時
が
過

ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
間
、
両

先
生
に
は
研
究
・
教
育
の
面
で
多
大

な
ご
支
援
を
い
た
だ
き
感
謝
に
堪
え

ま
せ
ん
。
私
が
赴
任
し
た
の
は
移
転

前
の
那
加
キ
ャ
ン
パ
ス
で
し
た
が
、
数

年
後
に
は
柳
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
引
っ
越

し
と
な
り
、
広
く
て
真
新
し
い
研
究
室

に
感
激
し
た
も
の
で
す
。
学
部
の
組
織

は
赴
任
し
た
当
時
と
比
べ
て
大
き
く

変
化
し
て
し
ま
い
、
同
窓
生
の
皆
様
に

は
戸
惑
っ
て
お
ら
れ
る
方
も
多
い
か
と

思
い
ま
す
。私
の
所
属
す
る
研
究
室
も
、

最
初
の
農
学
部
農
芸
化
学
科
農
産
物

利
用
学
講
座
か
ら
生
物
資
源
利
用
学

科
食
品
科
学
講
座
食
品
成
分
化
学
研

究
室
、
教
授
昇
任
に
伴
い
生
物
資
源

利
用
学
科
生
物
反
応
工
学
講
座
食
品

素
材
工
学
研
究
室
へ
移
動
、
法
人
化

に
連
動
し
て
応
用
生
物
科
学
部
食
品

生
命
科
学
課
程
食
品
科
学
コ
ー
ス
、

さ
ら
に
名
称
変
更
で
応
用
生
命
科
学

課
程
食
品
生
命
科
学
コ
ー
ス
へ
と
、
時

代
と
と
も
に
変
更
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
間
、
研
究
活
動
で
は
、
脂
質
過

酸
化
と
抗
酸
化
剤
を
テ
ー
マ
と
し
て
、

あ
る
程
度
の
成
果
を
あ
げ
ら
れ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
大

学
教
員
の
責
務
と
し
て
、
教
育
・
研

究
と
と
も
に
管
理
運
営
が
求
め
ら
れ

ま
す
が
、
定
年
前
の
５
年
間
を
総
務
・

財
務
担
当
と
し
て
I
S
O
1
4
0
0
1

の
立
ち
上
げ
等
、
学
部
の
運
営
に
関

わ
る
と
い
う
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
学
生
諸
君

と
は
、
教
育
・
研
究
を
通
じ
て
様
々

な
交
流
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

若
い
頃
に
は
、
研
究
指
導
等
で
密
に

付
き
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
年
齢
を
重
ね
る
に
つ
れ
て
だ
ん
だ

ん
疎
遠
に
な
り
、
特
に
最
近
5
年
程

は
会
議
等
で
研
究
室
を
不
在
に
す
る

時
間
が
増
え
て
学
生
諸
君
に
十
分
な

指
導
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
申
し
訳

な
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
応
用
生

物
科
学
部
の
益
々
の
発
展
と
同
窓
会

会
員
皆
様
の
ご
健
勝
を
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
。
長
い
間
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

退
職
予
定
者
の
あ
い
さ
つ
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退
職
の
ご
挨
拶

小
見
山　

章

　

蒼
い
空
、
澄

ん
だ
空
気
、
緑

の
樹
冠
、
生
き
物
た
ち
の
不
思
議
な

暮
ら
し
、
私
は
、
そ
ん
な
森
林
を
仕

事
場
に
し
て
き
ま
し
た
。
御
岳
の
針

葉
樹
原
生
林
、
大
白
川
谷
の
ブ
ナ
原

生
林
、
荘
川
や
位
山
の
広
葉
樹
林
、

乗
鞍
山
麓
の
シ
ラ
カ
ン
バ
林
、
金
華

山
の
照
葉
樹
林
、
そ
れ
ぞ
れ
の
森
の

記
憶
が
鮮
や
か
に
甦
り
ま
す
。
36
年

前
の
着
任
か
ら
、森
林
の
経
年
変
化
、

樹
木
成
長
の
季
節
性
、
森
林
構
造
な

ど
を
調
べ
、
多
く
の
樹
木
と
森
林
の

個
性
に
触
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
ま

さ
に
岐
阜
大
学
そ
し
て
岐
阜
の
地
が

私
に
与
え
て
く
れ
た
宝
物
で
す
。

　

そ
の
う
え
、
熱
帯
林
研
究
と
い
う

幸
運
に
浴
し
、
1
9
8
2
年
に
南
タ

イ
で
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
原
生
林
の
根
現

存
量
を
調
べ
た
後
、
東
南
ア
ジ
ア
で

研
究
を
展
開
し
、
ボ
ル
ネ
オ
島
で
は

高
さ
90
ｍ
の
熱
帯
雨
林
に
相
ま
み
え

ま
し
た
。
い
ま
や
原
生
林
が
稀
少
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
泥
と
汗
に

ま
み
れ
て
森
の
原
型
を
調
べ
た
経
験

も
そ
れ
な
り
に
生
き
た
よ
う
で
す
。

マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
生
態
系
の
炭
素
収
支

の
研
究
、
樹
木
重
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の

構
築
、
世
界
共
通
相
対
成
長
式
の
作

成
、
そ
れ
ら
を
研
究
者
と
し
て
の
さ

さ
や
か
な
矜
持
と
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

森
の
生
き
物
に
触
れ
、
そ
こ
に
住

む
人
と
語
り
合
い
、
時
に
は
山
登
り

や
釣
り
を
楽
し
み
な
が
ら
、
も
っ
ぱ

ら
好
奇
心
を
梃
子
に
し
て
大
学
生
活

を
送
り
ま
し
た
。
途
中
、
学
部
長
や

理
事
・
副
学
長
と
い
う
重
い
任
務
も

あ
り
ま
し
た
。
多
く
の
仲
間
と
と
も

に
、
秩
序
と
混
沌
と
美
し
さ
が
重
な

り
あ
う
世
界
で
、
探
検
心
に
導
か
れ

る
ま
ま
存
分
に
謎
解
き
を
楽
し
ん
だ

と
い
う
の
が
私
の
感
懐
で
す
。

　

あ
あ
面
白
か
っ
た
。
い
ま
は
、
澄

ん
だ
気
持
ち
で
こ
う
言
え
ま
す
。
す

べ
て
は
、
志
を
拓
い
て
い
た
だ
い
た

師
の
お
か
げ
、
そ
の
志
を
聴
い
て
く

れ
た
学
生
諸
君
の
お
か
げ
、
私
を
支

え
て
く
れ
た
同
僚
・
関
係
者
と
家
族

の
お
か
げ
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

私
は
、
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
で
や
り

残
し
た
こ
と
が
ま
だ
あ
り
ま
す
。
も

う
少
し
前
に
進
み
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

退
職
の
ご
挨
拶

宮
川　

修
一

　

2
0
1
7
年

3
月
末
を
以
て

定
年
退
職
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

1
9
7
8
年
4
月
に
農
学
部
へ
着
任

し
ま
し
た
の
で
、
本
年
度
末
ま
で
39

年
間
お
世
話
に
な
っ
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。
大
学
院
を
出
て
長
野
県
の
中

信
地
方
試
験
場
で
雑
穀
育
種
を
担
当

し
、
そ
こ
か
ら
農
学
科
作
物
学
研
究

室
の
助
手
と
し
て
赴
任
し
ま
し
た
。

当
時
は
安
江
、
堀
内
両
先
生
の
も
と

学
生
院
生
が
各
務
原
に
あ
っ
た
農
学

部
構
内
で
も
東
端
の
独
立
棟
で
研
究

を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
桜
に
囲
ま
れ
た

平
屋
瓦
葺
き
の
木
造
建
物
は
、
夏
は

泥
靴
の
土
埃
、
冬
は
窓
の
す
き
ま
風

と
い
う
環
境
で
し
た
。
大
学
院
で
は

イ
ネ
の
品
種
生
態
を
研
究
し
て
い
た

の
で
こ
ち
ら
で
も
と
思
い
ま
し
た
が
、

栽
培
実
験
の
で
き
る
水
田
は
研
究
室

を
出
て
名
鉄
と
国
鉄
（
当
時
）
の
線

路
を
渡
り
、
農
場
の
北
部
へ
坂
を
下
っ

た
は
る
か
先
に
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
こ

の
た
め
に
自
転
車
で
砂
利
道
を
ず
い

ぶ
ん
と
往
復
し
た
も
の
で
す
。

　

し
ば
ら
く
し
て
柳
戸
へ
の
大
学
移

転
作
業
が
始
ま
り
、 

1
9
8
2
年
に

は
真
っ
白
な
ビ
ル
の
3
階
に
7
部
屋

か
ら
成
る
研
究
室
が
入
り
ま
し
た
。

こ
の
頃
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
へ
稲

作
調
査
に
出
る
機
会
が
多
く
な
り
、

研
究
も
熱
帯
の
稲
作
生
態
に
関
す
る

課
題
に
移
っ
て
き
ま
し
た
。
新
し

く
開
い
た
研
究
圃
場
は
土
よ
り
も
石

の
方
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
こ
こ

で
栽
培
実
験
も
繰
り
返
し
ま
し
た
。

1
9
9
6
年
か
ら
は
生
物
資
源
生
産

学
科
多
様
性
生
物
学
講
座
が
発
足
し
、

私
は
藤
本
先
生
と
共
に
6
階
へ
移
転

し
て
多
様
性
保
全
学
分
野
（
研
究
室
）

を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
研
究
室
は
応
用
生
物
科
学
部
に

な
っ
て
も
引
き
継
が
れ
現
在
に
至
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
頃
か
ら
学
生
に
タ

イ
や
ラ
オ
ス
の
農
村
に
長
期
に
滞
在

し
て
も
ら
い
、
水
田
や
焼
畑
、
ホ
ー

ム
ガ
ー
デ
ン
を
何
ヶ
月
に
も
わ
た
っ

て
研
究
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
っ
て

き
ま
し
た
の
で
、
私
自
身
の
研
究
も

農
村
の
農
業
生
態
へ
と
変
化
し
て
き

ま
し
た
。
稲
作
へ
の
こ
だ
わ
り
は
あ

り
ま
す
が
今
で
は
シ
ロ
ア
リ
や
産
米

林
樹
木
も
研
究
の
対
象
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
う
し
て
み
る
と
こ
の
間
大
学
も
、

ま
た
私
自
身
も
大
き
く
変
わ
っ
た
こ

と
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。
本
学
部
の
教

職
員
の
方
々
や
同
窓
会
の
皆
様
に
は

長
い
間
た
い
へ
ん
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
、
篤
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

大
学
生
活
を
振
り
返
っ
て

清
水　

英
良

　

昭
和
56
年
2

月
28
日
。
雪
深

い
各
務
原
の
地
に
友
人
の
車
と
共
に

来
岐
し
て
か
ら
35
年
余
。
長
い
よ
う

で
今
と
な
っ
て
は
光
陰
矢
の
ご
と
し
。

懐
か
し
い
想
い
出
が
満
載
の
大
学
を

来
年
3
月
に
退
職
致
し
ま
す
。

　

赴
任
し
た
当
時
の
研
究
室
の
名

称
は
農
業
造
構
学
で
あ
り
、
よ
く

構
造
学
と
間
違
わ
れ
た
こ
と
が
記
憶

に
残
っ
て
い
ま
す
。
仲
野
先
生
、
嶋

崎
先
生
の
も
と
、
3
人
体
制
で
研
究

室
が
運
営
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
今
と

な
っ
て
は
考
え
ら
れ
な
い
裕
福
な
時

代
で
あ
っ
た
な
ぁ
と
つ
く
づ
く
感
じ

て
お
り
ま
す
。

　

当
時
の
私
の
専
門
は
、
フ
ィ
ル
ダ
ム

等
の
土
構
造
物
に
お
け
る
確
率
論
的

振
動
解
析
で
し
た
。
ま
だ
パ
ソ
コ
ン
が

普
及
し
て
い
な
い
時
代
で
あ
り
、
名
古

屋
大
学
大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
に
毎

月
数
回
出
張
し
て
は
バ
ッ
チ
ジ
ョ
ブ

或
い
は
T
S
S
で
計
算
し
て
い
た
こ

と
が
懐
か
し
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

転
機
と
な
っ
た
の
は
昭
和
58
年
の

農
学
部
の
柳
戸
移
転
か
ら
で
す
。
相

半
ば
し
て
パ
ソ
コ
ン
が
普
及
し
だ
し
、

B
A
S
I
C
を
利
用
し
た
T
S
S
通

信
が
可
能
と
な
り
、
研
究
室
か
ら
計

算
結
果
を
取
り
出
せ
る
時
代
に
変
貌

し
ま
し
た
。
併
せ
て
岐
阜
大
学
の
計

算
機
セ
ン
タ
ー
も
充
実
し
、
お
絵
描

き
が
不
得
意
な
私
に
と
っ
て
誠
に
至

福
な
時
代
に
な
っ
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。
セ
ン
タ
ー
の
辻
さ
ん
に
は
非
常

に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
謹
ん
で

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
、
数
値

計
算
の
曖
昧
さ
に
気
づ
き
は
じ
め
ま

し
た
。
パ
ラ
メ
ー
タ
を
恣
意
的
に
決

め
れ
ば
帰
納
的
に
何
と
で
も
な
る
、
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逆
に
言
え
ば
演
繹
論
で
コ
ー
デ
ィ
ン

グ
し
た
結
果
は
現
実
問
題
と
乖
離
し

て
い
る
こ
と
に
。
壁
に
ぶ
ち
当
た
り

ま
し
た
。

　

た
め
池
・
フ
ィ
ル
ダ
ム
等
の
土
構

造
物
の
振
動
問
題
を
解
明
す
る
に
は
、

原
位
置
実
験
が
必
須
で
あ
る
こ
と
に

遅
ま
き
な
が
ら
気
づ
き
ま
し
た
。
幸

い
な
こ
と
に
、
当
時
は
研
究
室
の
予

算
が
2
0
0
万
近
く
あ
り
、
仲
野
先

生
、
嶋
崎
先
生
の
ご
支
援
の
も
と
、

振
動
計
一
式
を
購
入
し
現
地
実
験
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
両
先
生
に
は
感

謝
の
念
で
一
杯
で
す
。

　

教
育
面
は
色
々
な
想
い
出
が
あ
り

ま
す
。
赴
任
し
た
当
時
の
農
業
工
学

科
時
代
は
週
4
日
実
験
・
実
習
が
あ

り
ま
し
た
。
当
時
の
私
は
自
分
の
研

究
ば
か
り
考
え
て
い
た
の
で
、
教
育

に
力
を
入
れ
て
い
る
大
学
と
齟
齬
を

来
す
こ
と
が
頻
繁
に
あ
り
ま
し
た
。

他
方
、
学
生
は
非
常
に
真
面
目
で
卒

業
研
究
も
真
摯
に
取
り
組
み
、
私
と

違
っ
て
愚
痴
一
つ
こ
ぼ
さ
ず
黙
々
と

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
当
時
の
卒

業
生
に
感
謝
の
念
が
耐
え
ま
せ
ん
。

　

平
成
に
入
る
と
測
量
等
の
講
義
を

受
け
持
つ
よ
う
に
な
り
、
ど
う
授
業

を
構
築
す
る
か
に
悩
み
ま
し
た
が
、

結
論
は
硬
軟
両
刀
、
メ
リ
ハ
リ
を
付

け
る
こ
と
と
信
じ
て
批
判
覚
悟
の
上

我
が
道
を
進
み
ま
し
た
。
独
り
よ
が

り
の
授
業
で
学
生
に
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
こ

で
も
当
時
の
卒
業
生
に
感
謝
し
て
い

ま
す
。

　

以
上
、
教
育
・
研
究
の
話
に
終
始

し
ま
し
た
が
、
大
学
運
営
・
社
会
貢

献
面
で
大
し
た
こ
と
を
や
ら
な
か
っ

た
な
と
今
か
ら
思
え
ば
反
省
し
て
い

ま
す
。
残
り
わ
ず
か
な
日
々
を
少
し

で
も
皆
様
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
考
え

て
い
る
こ
の
頃
で
す
。
将
来
に
向
け

て
、応
用
生
物
科
学
部
教
職
員
の
方
々

の
今
後
の
益
々
の
ご
発
展
を
祈
念
し

て
筆
を
閉
じ
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

定
年
退
職
の
ご
挨
拶

石
黒　

直
隆

　

私
は
平
成
16

年
3
月
31
日
に
、

前
職
の
帯
広
畜
産
大
学
か
ら
応
用
生

物
科
学
部
、
獣
医
学
課
程
、
食
品
環

境
衛
生
学
研
究
室
に
赴
任
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
着
任
日
が
、
4
月
1
日

で
は
な
く
て
、
3
月
31
日
に
な
っ
て

い
る
の
は
、
丁
度
、
平
成
16
年
4
月

1
日
か
ら
、
国
立
大
学
が
、
独
法
化

に
よ
り
国
立
大
学
法
人
に
変
わ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
た
か
ら
で
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
旧
国
立
大
学
の
内
に
移

動
す
れ
ば
、手
続
き
等
が
容
易
で
あ
っ

た
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
実
は
、

平
成
15
年
～
16
年
に
か
け
て
、
獣
医

学
科
に
5
研
究
室
・
10
名
の
増
員
が

学
内
的
な
処
置
で
な
さ
れ
ま
し
た
。

私
が
赴
任
し
た
食
品
環
境
衛
生
学
研

究
室
は
、
新
設
の
研
究
室
で
、
他
の

獣
医
系
大
学
に
は
な
い
研
究
室
名
が

つ
い
て
お
り
、
食
品
と
環
境
の
2
大

看
板
を
背
負
う
名
前
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
新
設
の
研
究
室
で
あ
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
居
室
お
よ
び
実
験
室
と

も
新
た
に
整
備
し
て
い
た
だ
き
ま
し

て
、
温
か
く
迎
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。前
任
地
の
帯
広
畜
産
大
学
で
は
、

獣
医
公
衆
衛
生
学
研
究
室
に
属
し
、

平
成
13
年
9
月
に
日
本
で
初
め
て
発

生
が
確
認
さ
れ
た
牛
海
綿
状
脳
症

（
Ｂ
Ｓ
Ｅ
）
の
診
断
や
対
応
に
研
究
室

を
あ
げ
て
追
わ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

し
か
し
平
成
16
年
ご
ろ
に
は
、
全
国

的
に
検
査
体
制
も
確
立
し
、
社
会
的

に
も
冷
静
さ
を
取
り
戻
し
た
状
況
と

な
っ
て
お
り
、
教
員
の
移
動
等
も
可

能
な
状
況
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

着
任
直
後
は
、
一
人
で
の
研
究
室
運

営
で
し
た
が
、
翌
年
に
は
、
猪
島
康

雄
先
生
が
准
教
授
と
し
て
着
任
し
、

2
人
で
の
教
室
運
営
と
な
り
ま
し
た
。

着
任
後
は
、
帯
広
畜
産
大
学
で
行
っ

て
い
た
プ
リ
オ
ン
研
究
を
続
け
る
こ

と
と
し
、
21
世
紀
C
O
E
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
経
費
で
連
合
大
学
院
棟
に
設
置

さ
れ
た
レ
ベ
ル
3
の
実
験
施
設
を
使

う
と
共
に
、
医
学
部
の
隣
に
新
設
さ

れ
た
実
験
動
物
施
設
の
P
3
施
設
を

利
用
し
て
、
プ
リ
オ
ン
感
染
マ
ウ
ス

を
飼
育
し
な
が
ら
、
プ
リ
オ
ン
研
究

を
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
帯
広
畜
産
大
学
で
は
実
現
で
き

な
か
っ
た
仔
ウ
シ
や
仔
ヒ
ツ
ジ
を
用

い
て
、腸
管
か
ら
神
経
系
へ
の
ト
レ
ー

サ
ー
実
験
を
解
剖
学
研
究
室
の
先
生

方
や
名
古
屋
大
学
の
先
生
方
と
共
に

共
同
実
験
を
実
施
し
、
共
同
研
究
の
成

果
を
得
る
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
現

在
で
は
、
プ
リ
オ
ン
研
究
か
ら
プ
リ
オ

ン
様
疾
患
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
ア

ミ
ロ
イ
ド
症
の
研
究
へ
と
研
究
領
域

を
広
げ
て
お
り
、
今
で
は
猪
島
先
生
が

引
き
つ
い
で
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

岐
阜
に
き
て
、
思
い
も
つ
か
な
か
っ
た

研
究
「
絶
滅
し
た
ニ
ホ
ン
オ
オ
カ
ミ

の
遺
伝
学
的
研
究
」
に
も
着
手
で
き
、

骨
に
残
る
古
代
の
残
存
遺
伝
子
を
復

元
し
、
分
類
学
上
の
疑
問
に
答
え
る
こ

と
が
で
き
た
の
も
岐
阜
大
学
に
来
て

か
ら
の
研
究
成
果
で
す
。

　

岐
阜
大
学
に
は
13
年
間
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
う
ち
、
2
期

4
年
間
の
連
合
大
学
院
獣
医
学
研
究

科
の
研
究
科
長
を
合
計
で
8
年
間
務

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
獣
医

学
研
究
科
の
設
立
時
の
こ
と
を
よ
く

知
る
教
員
と
し
て
、構
成
4
大
学
（
帯

広
畜
産
大
学
、
岩
手
大
学
、
東
京
農

工
大
学
、
岐
阜
大
学
）
を
絶
え
ず
平

等
に
、
か
つ
丁
寧
に
対
処
す
る
こ
と

を
信
条
と
し
て
運
営
し
、
大
学
院
教

育
の
改
善
に
も
係
わ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
応
用
生

物
科
学
部
な
ら
び
に
各
務
同
窓
会
の

一
層
の
ご
発
展
と
皆
様
方
の
ご
健
勝

を
ご
祈
念
申
し
上
げ
て
退
職
の
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。13
年
間
、

有
難
う
ご
さ
い
ま
し
た
。

ご
あ
い
さ
つ

北
川　
　

均

　

長
い
間
お
世

話
に
な
り
ま
し

た
が
、
よ
う
や
く
定
年
を
迎
え
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
1
9
8
1
年

1
月
1
日
付
で
赴
任
し
て
以
来
、

2
0
1
6
年
度
ま
で
36
年
と
い
う
長

き
に
わ
た
っ
て
岐
阜
大
学
に
在
籍
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
間
、

教
育
、
研
究
、
診
療
、
運
営
業
務
と

さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
と
く
に
教
育
、
研
究
、
診
療
は

か
な
り
や
り
た
い
よ
う
に
や
ら
せ
て

も
ら
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
と
く

に
学
生
の
皆
様
と
の
仕
事
は
楽
し

か
っ
た
で
す
。
一
方
で
は
、
長
期
間

の
課
程
長
（
学
科
長
）
な
ど
、
私
自

身
の
能
力
を
超
え
て
い
た
仕
事
も
多

く
て
、
た
く
さ
ん
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
し
た
。
仕
事
が
し
ん
ど
い
と
感

じ
た
時
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
で
は

何
と
な
く
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
よ
う
に

感
じ
て
い
ま
す
。私
と
し
ま
し
て
は
、

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
そ
れ
な
り
に
頑

張
っ
て
き
た
つ
も
り
で
す
が
、
振
り

返
っ
て
み
る
と
一
人
で
は
で
き
な
い
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こ
と
ば
か
り
で
し
た
。
け
っ
し
て
無

事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
皆

様
の
ご
指
導
と
ご
協
力
の
お
か
げ
で

何
と
か
こ
こ
ま
で
た
ど
り
つ
く
こ
と

が
で
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
深
く

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
私
が
い
な

く
な
っ
て
も
岐
阜
大
学
は
続
き
ま
す
。

獣
医
の
教
育
改
革
は
ま
だ
ま
だ
で
あ

り
、
鳥
取
大
学
と
の
共
同
学
科
が
は

じ
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
し
、
学
部
化

や
、
再
編
整
備
に
向
け
た
さ
ら
な
る

努
力
が
必
要
で
す
。
岐
阜
県
中
央
家

畜
保
健
衛
生
所
の
移
転
も
目
前
に

迫
っ
て
き
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
仕

事
を
残
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
が
、

着
地
点
は
見
え
て
い
る
は
ず
で
す
の

で
、
大
学
、
学
部
、
学
科
の
皆
様
が

片
づ
け
て
く
れ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
山
と
谷
が

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
和
と
余
裕
で

事
を
進
め
て
く
だ
さ
い
。

　

岐
阜
大
学
の
退
職
に
当
た
り
、
長

い
間
の
ご
厚
情
に
あ
ら
た
め
て
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様

の
ご
健
康
と
発
展
を
祈
念
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
退
職
後
は
、
ま
だ
確

定
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
教
育
関
係

の
お
手
伝
い
を
す
る
こ
と
を
考
え
て

い
ま
す
。
も
う
し
ば
ら
く
は
、
教
育

に
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
そ
う

で
す
の
で
、
そ
の
間
は
元
気
で
頑
張

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

応
用
生
物
科
学
部
共
同
獣
医
学

科
獣
医
分
子
病
態
学
（
獣
医
臨
床

腫
瘍
学
）
研
究
室
の
丸
尾
幸
嗣
教
授

は
平
成
28
年
3
月
31
日
を
も
っ
て
定

年
退
職
さ
れ
ま
し
た
。
先
生
は
岐
阜

大
学
着
任
後
、
国
公
立
大
学
の
附
属

動
物
病
院
で
は
初
め
て
の
腫
瘍
専
門

診
療
科
を
立
ち
上
げ
ら
れ
、
ま
た
動

物
と
人
の
腫
瘍
を
一
括
し
て
研
究
す

る
と
い
う
目
的
の
下
、
比
較
が
ん
セ

ン
タ
ー
の
設
置
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
多
年
に
わ
た
る
教
育
お
よ

び
研
究
に
お
け
る
功
績
に
よ
り
本
学

名
誉
教
授
の
称
号
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。

　

退
職
記
念
事
業
と
し
ま
し
て
平
成

28
年
2
月
10
日
に
最
終
講
義
が
行
わ

れ
ま
し
た
。「
伴
侶
動
物
医
学
と
比

較
腫
瘍
学 

─ 

人
生
の
岐
路
と
人
と

の
出
会
い 

─
」
と
題
さ
れ
、
先
生

が
比
較
腫
瘍
学
に
到
達
さ
れ
た
過
程

を
、
人
と
の
出
会
い
を
交
え
て
講
義

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
講
義
終
了
後

に
は
都
ホ
テ
ル
に
て
、
退
職
記
念
祝

賀
会
を
盛
大
に
開
催
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
ご
参
加
頂
き
ま
し
た
方
々
に

は
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

現
在
丸
尾
先
生
は
ヤ
マ
ザ
キ
学
園

大
学
教
授
と
し
て
動
物
看
護
師
の
育

成
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

岐
阜
大
学
フ
ェ
ロ
ー
と
し
て
「
家
庭

犬
の
が
ん
予
防
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に

引
き
続
き
関
わ
ら
れ
ま
す
。
丸
尾
先

生
の
今
後
益
々
の
ご
活
躍
を
祈
念
し

て
、事
業
報
告
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

応
用
生
命
科
学
課
程
食
品
生
命
科

学
コ
ー
ス
の
山
内
亮
先
生
は
、
平

成
29
年
3
月
31
日
を
も
っ
て
定
年
退

職
さ
れ
ま
す
。
先
生
は
岐
阜
大
学
農

学
部
を
ご
卒
業
後
、
京
都
大
学
大
学

院
に
入
学
さ
れ
農
学
修
士
な
ら
び
に

農
学
博
士
の
学
位
を
取
得
さ
れ
ま
し

た
。
昭
和
54
年
に
岐
阜
大
学
農
学
部

に
助
手
と
し
て
ご
着
任
さ
れ
、
平
成

元
年
に
助
教
授
に
、
平
成
12
年
に
教

授
に
昇
進
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
16
年

の
学
部
改
組
か
ら
は
応
用
生
物
科
学

部
教
授
と
し
て
、
教
育
研
究
に
従
事

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
食
品
科

学
コ
ー
ス
長
、
食
品
生
命
科
学
課
程

長
、
な
ら
び
に
応
用
生
物
科
学
部
副

学
部
長
と
い
っ
た
数
々
の
要
職
を
ご

歴
任
さ
れ
、
長
き
に
わ
た
り
大
学
運

営
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

先
生
の
ご
専
門
で
あ
る
食
品
素
材

中
の
抗
酸
化
物
質
の
分
離
お
よ
び
解

析
な
ら
び
に
抗
酸
化
ビ
タ
ミ
ン
、
特

に
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
が
有
害
な
フ
リ
ー
ラ

ジ
カ
ル
を
捕
捉
す
る
仕
組
み
を
明
ら

か
に
す
る
ご
研
究
は
、
応
用
研
究
な

ら
び
に
基
礎
研
究
を
両
輪
と
し
て
、

数
多
く
の
成
果
を
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
こ
れ
ら
の
ご
研
究
を
通
し
て
多

く
の
人
材
を
輩
出
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

先
生
の
ご
退
職
に
あ
た
り
、
最
終

講
義
を
平
成
29
年
2
月
14
日
（
火
）

13
時
よ
り
、
応
用
生
物
科
学
部

１
０
１
多
目
的
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開

催
し
ま
す
。
多
数
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
ま
た
講
義
終
了
後
、

Ａ
棟
２
階
第
１
会
議
室
に
お
い
て
茶

話
会
を
開
催
予
定
で
す
。
多
数
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
岩
本
悟
志
）

　

生
産
環
境
科
学
課
程
環
境
生
態
科

学
コ
ー
ス
の
小
見
山
章
教
授
は
、
平

成
29
年
3
月
31
日
を
も
っ
て
定
年
退

職
さ
れ
ま
す
。

　

先
生
は
、
昭
和
55
年
4
月
に
岐
阜

大
学
農
学
部
助
手
と
し
て
着
任
さ

れ
、
平
成
4
年
1
月
に
助
教
授
、
平

成
7
年
3
月
に
教
授
に
昇
進
さ
れ
、

平
成
16
年
か
ら
は
学
部
改
組
に
よ
り

応
用
生
物
科
学
部
教
授
と
し
て
、
36

年
間
余
の
長
き
に
わ
た
り
教
育
研
究

に
従
事
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

平
成
20
年
4
月
か
ら
２
年
間
は
、
応

用
生
物
科
学
部
学
部
長
と
し
て
、
平

成
22
年
4
月
か
ら
４
年
間
は
、
岐
阜

大
学
理
事
・
副
学
長
（
学
術
研
究
・

国
際
・
情
報
担
当
）
と
し
て
学
部
の

み
な
ら
ず
、
大
学
運
営
に
も
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

　

先
生
は
、
と
く
に
森
林
の
炭
素
固

定
に
関
す
る
研
究
に
精
力
的
に
取
り

組
ま
れ
、
樹
形
法
則
に
も
と
づ
く
、

マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
や
落
葉
広
葉
樹
の
バ

イ
オ
マ
ス
推
定
式
の
提
案
を
は
じ

め
、
数
多
く
の
研
究
業
績
を
残
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
他
、
二
次
化
し
た
森

林
の
問
題
点
の
探
求
を
通
し
て
教
育

を
進
め
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
文
部
科
学
省
に
よ
る
現

代
G
P
（
現
代
的
教
育
ニ
ー
ズ
取
組

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
の
実
施
責
任
者
、

21
世
紀
C
O
E
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
研
究

拠
点
形
成
事
業
）
の
事
業
推
進
担
当

者
、
地
（
知
）
の
拠
点
整
備
事
業
の

実
施
責
任
者
と
し
て
、
教
育
研
究
の

活
性
化
に
も
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

　

先
生
の
ご
退
職
に
あ
た
り
、
最
終

講
義
を
平
成
29
年
2
月
1
日
（
水
）

小
見
山
章
教
授
の

　
定
年
退
職
の
お
知
ら
せ

山
内
亮
教
授
の

　
定
年
退
職
の
お
知
ら
せ

退
職
記
念
事
業
の
お
知
ら
せ
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北
川
均
教
授
の

　
定
年
退
職
の
お
知
ら
せ

13
時
よ
り
、
応
用
生
物
科
学
部

１
０
１
多
目
的
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開

催
し
ま
す
。
同
窓
の
皆
様
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

講
義
終
了
後
、
15
時
か
ら
A
棟
２
階

第
１
会
議
室
に
お
い
て
茶
話
会
を
開

催
予
定
で
す
。

（
加
藤
正
吾
）

　

生
産
環
境
科
学
課
程
環
境
生
態
科

学
コ
ー
ス
の
宮
川
修
一
教
授
は
、
平

成
29
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
定
年
退

職
さ
れ
ま
す
。

　

先
生
は
、
昭
和
53
年
４
月
に
岐
阜

大
学
農
学
部
助
手
と
し
て
着
任
さ

れ
、
平
成
２
年
10
月
に
講
師
、
平
成

４
年
１
月
に
助
教
授
、
平
成
11
年
４

月
に
教
授
に
昇
進
さ
れ
、
平
成
16
年

か
ら
は
学
部
改
組
に
よ
り
応
用
生
物

科
学
部
教
授
と
し
て
、
39
年
間
の
長

き
に
わ
た
り
、
教
育
研
究
に
従
事
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
20
年

４
月
か
ら
４
年
間
、
岐
阜
フ
ィ
ー
ル

ド
科
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
長
と
し

て
学
部
附
属
農
場
・
演
習
林
の
運
営
、

平
成
25
年
４
月
か
ら
３
年
間
、
生
産

環
境
科
学
課
程
長
と
し
て
課
程
・
学

部
運
営
に
も
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

先
生
は
、
雑
穀
育
種
研
究
に
端
を

発
し
、
水
稲
品
種
の
生
態
研
究
に

精
力
的
に
取
り
組
ま
れ
、
日
本
は
も

と
よ
り
、
世
界
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し

て
研
究
を
深
め
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

特
に
、
タ
イ
王
国
を
中
心
と
し
た
イ

ン
ド
シ
ナ
半
島
を
舞
台
に
、
灌
漑
に

頼
ら
な
い
天
水
田
稲
作
の
研
究
、
ま

た
最
近
で
は
田
地
に
生
育
す
る
樹
木

の
有
用
性
に
着
目
し
た
産
米
林
の
研

究
を
大
き
く
発
展
さ
せ
て
こ
ら
れ
ま

し
た
。
そ
れ
ら
の
研
究
で
先
生
は
、

常
に
農
業
を
人
々
の
生
業
と
し
て
捉

え
、
ま
た
野
生
生
物
資
源
利
用
を
農

村
の
暮
ら
し
と
し
て
検
討
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
研
究
は
も
と

よ
り
教
育
に
お
い
て
も
多
大
な
影
響

を
私
た
ち
に
与
え
て
く
だ
さ
り
、
ま

た
、
先
生
の
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
研
究

に
参
加
し
指
導
を
受
け
た
学
生
た
ち

は
、
貴
重
で
豊
か
な
体
験
を
糧
と
し

て
、
今
や
多
様
な
分
野
で
活
躍
し
て

い
ま
す
。
な
お
、先
生
の
意
向
に
沿
っ

て
特
別
な
最
終
講
義
の
設
定
は
い
た

し
て
お
り
ま
せ
ん
。�

（
川
窪
伸
光
）

　

清
水
英
良
先
生
は
京
都
大
学
大
学

院
修
士
課
程
を
修
了
後
、
昭
和
56
年

に
岐
阜
大
学
農
学
部
助
手
と
し
て
ご

着
任
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
講
師
、

助
教
授
を
経
て
平
成
９
年
に
教
授
に

昇
任
さ
れ
、
平
成
29
年
３
月
を
も
っ

て
定
年
退
職
さ
れ
ま
す
。
そ
の
間
安

全
衛
生
推
進
室
長
、
大
学
院
委
員
長

な
ど
数
多
く
の
委
員
を
歴
任
さ
れ
、

本
学
お
よ
び
本
学
部
の
発
展
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
全
学
共
通
教

育
で
教
養
の
物
理
学
（
物
性
の
力
学
）

担
当
さ
れ
た
ほ
か
、
学
部
教
育
で
は

環
境
施
設
学
、
環
境
材
料
学
、
土
壌

環
境
計
測
学
実
験
及
び
実
験
法
な
ど

の
専
門
科
目
を
担
当
さ
れ
多
く
の
優

秀
な
人
材
を
育
成
さ
れ
ま
し
た
。
研

究
に
お
い
て
は
確
率
と
地
震
動
解
析

に
よ
る
最
適
化
や
動
特
性
の
測
定
方

法
の
問
題
な
ど
に
取
り
組
ま
れ
、
数

値
解
析
の
ほ
か
日
本
各
地
の
農
業
用

ダ
ム
で
現
場
実
験
を
行
わ
れ
て
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
研
究
を

通
し
て
多
く
の
卒
業
生
を
農
業
土
木

系
の
公
務
員
や
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会

社
へ
送
り
出
さ
れ
ま
し
た
。
先
生
の

こ
れ
ま
で
の
ご
功
績
に
対
し
心
よ
り

感
謝
い
た
す
と
と
も
に
、
ご
退
職
後

も
健
康
に
留
意
さ
れ
こ
れ
ま
で
と
変

わ
ら
ぬ
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
西
村
眞
一
）

　

共
同
獣
医
学
科
食
品
環
境
衛
生
学

研
究
室
の
石
黒
直
隆
教
授
は
、
平
成

29
年
３
月
を
も
っ
て
定
年
退
職
さ
れ

ま
す
。

　

先
生
は
、
帯
広
畜
産
大
学
畜
産
学

部
を
ご
卒
業
後
、
昭
和
57
年
に
北

海
道
大
学
に
て
獣
医
学
博
士
の
学
位

を
取
得
さ
れ
ま
し
た
。
帯
広
畜
産
大

学
畜
産
学
部
助
教
授
、
教
授
と
な
ら

れ
た
後
、
平
成
16
年
に
岐
阜
大
学
応

用
生
物
科
学
部
教
授
と
し
て
着
任
さ

れ
ま
し
た
。
岐
阜
大
学
で
は
、
新
規

研
究
室
の
初
代
教
授
と
し
て
獣
医
公

衆
衛
生
学
に
関
す
る
教
育
と
研
究
に

精
力
的
に
取
り
組
ま
れ
、
プ
リ
オ
ン

病
研
究
を
中
心
に
多
く
の
業
績
を
残

さ
れ
ま
し
た
。
先
生
の
業
績
は
高
く

評
価
さ
れ
日
本
獣
医
学
会
賞
、
岐
阜

新
聞
大
賞
な
ど
を
受
賞
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
平
成
20
年
に
は
岐
阜
大

学
大
学
院
連
合
獣
医
学
研
究
科
の
研

究
科
長
と
な
ら
れ
、
大
学
院
教
育
の

充
実
と
研
究
の
活
性
化
に
ご
尽
力
さ

れ
、
多
く
の
優
秀
な
若
い
人
材
を
社

会
に
輩
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
食
品

安
全
委
員
会
プ
リ
オ
ン
専
門
調
査
会

委
員
、
日
本
獣
医
学
会
理
事
、
日
本

獣
医
師
会
獣
医
公
衆
衛
生
学
会
会
長

な
ど
数
多
く
の
外
部
役
員
を
歴
任
さ

れ
ま
し
た
。

　

先
生
の
ご
退
職
を
迎
え
る
に
あ
た

り
ま
し
て
、
最
終
講
義
を
平
成
29
年

２
月
28
日
13
時
30
分
よ
り
、
応
用
生

物
科
学
部
1
0
1
多
目
的
ホ
ー
ル
に

お
い
て
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
多

数
の
ご
参
加
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
講
義
終

了
後
、
16
時
か
ら
Ａ
棟
２
階
第
１
会

議
室
に
お
い
て
茶
話
会
を
開
催
す
る

予
定
で
す
。�

（
猪
島
康
雄
）

　

共
同
獣
医
学
科
獣
医
内
科
学
研
究

室
の
北
川
均
教
授
は
平
成
29
年
3
月

を
も
っ
て
定
年
退
職
さ
れ
ま
す
。
先

生
は
岐
阜
大
学
農
学
部
を
ご
卒
業

後
、
岐
阜
県
職
員
を
経
て
昭
和
56
年

に
岐
阜
大
学
農
学
部
に
助
手
と
し
て

着
任
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
講
師
、

准
教
授
と
昇
任
さ
れ
、
平
成
13
年

か
ら
教
授
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
ま
し

た
。
先
生
は
平
成
8
年
に
犬
糸
状
虫

の
病
態
発
生
お
よ
び
治
療
に
関
す
る

研
究
で
日
本
獣
医
学
会
賞
、
平
成
12

年
に
黒
毛
和
牛
の
尿
細
管
形
成
不
全

症
の
研
究
で
中
央
畜
産
会
畜
産
大
賞

を
受
賞
さ
れ
る
な
ど
、
多
く
の
優
れ

た
研
究
成
果
を
挙
げ
て
獣
医
学
の
発

展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
人
材

育
成
に
も
ご
尽
力
さ
れ
、
先
生
の
座

右
の
銘
で
あ
る
「
普
通
の
こ
と
を
普

通
に
や
る
」
を
胸
に
、
多
く
の
門
弟

が
様
々
な
分
野
に
お
い
て
活
躍
し
て

い
ま
す
。

　

先
生
の
ご
退
職
に
あ
た
り
、
最
終

講
義
を
平
成
29
年
2
月
28
日
（
火
）

14
時
30
分
よ
り
、
応
用
生
物
科
学
部

1
0
1
多
目
的
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開

催
し
ま
す
。
ま
た
講
義
終
了
後
、
16

時
か
ら
A
棟
2
階
第
1
会
議
室
に
お

い
て
茶
話
会
を
開
催
予
定
で
す
。
多

数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
西
飯
直
仁
）

宮
川
修
一
教
授
の

　
定
年
退
職
の
お
知
ら
せ

清
水
英
良
教
授
の

　
定
年
退
職
の
お
知
ら
せ

石
黒
直
隆
教
授
の

　
定
年
退
職
の
お
知
ら
せ



各務同窓会報
　平成28年11月30日　　No.97

− 16 −

　

同
窓
会
長
賞
は
、
毎
年
1
回
、
優

秀
な
学
生
の
日
頃
の
努
力
を
顕
彰
す

る
目
的
で
、
平
成
19
年
度
に
設
立
さ

れ
ま
し
た
。
平
成
27
年
度
も
、
各
課

程
お
よ
び
専
攻
か
ら
の
推
薦
を
受
け

て
、
応
用
生
物
科
学
研
究
科
の
学
生

の
中
か
ら
、
次
の
受
賞
者
が
決
定
さ

れ
ま
し
た
。
受
賞
者
に
は
心
よ
り
お

祝
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
ま
た
、
な
お

一
層
の
ご
活
躍
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

■ 

受
賞
者
（
敬
称
略
）

　

応
用
生
命
科
学
課
程

宮　

城　

一　

真　

　

生
産
環
境
科
学
課
程

三　

田　

智　

恵　

　

獣
医
学
課
程

前　

田　

麻
友
子　

　

応
用
生
命
科
学
専
攻

光　

部　

亮　

佑　

　

生
物
環
境
科
学
専
攻

速　

水　

菜　

月　

宮　

城　

一　

真

　

こ
の
度
は
、
同
窓
会
長
賞
と
い
う

素
晴
ら
し
い
賞
を
授
与
し
て
い
た
だ

き
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
賞
を
い
た
だ
け
た
の
は
、

先
生
方
や
友
人
達
、
そ
し
て
家
族
と

い
っ
た
周
囲
の
方
々
の
お
か
げ
で
あ

る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
3
年
次
編

入
生
で
あ
る
自
分
が
成
績
優
秀
者
と

し
て
表
彰
さ
れ
た
こ
と
で
、
今
後
の

編
入
生
の
励
み
に
つ
な
が
っ
て
く
れ

れ
ば
、
こ
れ
に
勝
る
喜
び
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

今
後
は
、
学
部
で
得
た
知
識
を
大

学
院
で
の
研
究
に
活
か
し
、
社
会
に

貢
献
出
来
る
よ
う
な
研
究
成
果
を
出

せ
る
よ
う
に
日
々
精
進
致
し
ま
す
。

�

三　

田　

智　

恵

こ
の
度
は
同
窓
会
長
賞
と
い
う
素
晴

ら
し
い
賞
を
頂
き
ま
し
て
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
も
、

熱
心
に
ご
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
先

生
方
を
は
じ
め
、
先
輩
方
や
、

苦
楽
を
共
に
し
た
友
人
た
ち
、
ど
ん

な
時
も
支
え
て
く
れ
た
家
族
の
お
か

げ
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

岐
阜
大
学
で
す
ご
し
た
4
年
間
の

中
に
は
、
た
く
さ
ん
の
発
見
や
学
び

が
あ
り
ま
し
た
。
基
礎
的
な
内
容
か

ら
現
在
の
最
新
技
術
や
研
究
内
容
ま

で
、
非
常
に
多
く
の
知
識
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

私
は
今
、
私
に
多
く
を
教
え
て
く

れ
た
岐
阜
大
学
の
修
士
課
程
に
在
学

し
て
い
ま
す
。
今
後
も
よ
り
専
門
的

な
知
識
を
吸
収
し
て
い
く
と
と
も
に
、

学
ん
だ
知
識
を
生
か
し
、
自
ら
の
研

究
に
励
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

前
田　

麻
友
子

　

こ
の
度
は
同
窓
会
長
賞
と
い
う
素

晴
ら
し
い
賞
を
い
た
だ
き
、
誠
に
光

栄
に
存
じ
ま
す
。
熱
心
に
指
導
し
て

く
だ
さ
っ
た
先
生
方
、
毎
日
楽
し
く

一
緒
に
過
ご
し
て
く
れ
た
友
人
た
ち
、

支
え
て
く
れ
た
家
族
が
い
て
く
れ
た

か
ら
こ
そ
、
獣
医
師
と
し
て
必
要
な

知
識
を
学
ぶ
だ
け
で
な
く
、
貴
重
な

経
験
ば
か
り
だ
っ
た
充
実
し
た
6
年

間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
の
だ
と

感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
は
こ
れ
ま
で
の
大
学
生
活
で

得
た
も
の
を
生
か
し
つ
つ
、
さ
ら
に

精
進
を
重
ね
て
成
長
し
つ
づ
け
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

光　

部　

亮　

佑

　

こ
の
度
は
、
同
窓
会
長
賞
と
い
う

素
晴
ら
し
い
賞
を
頂
き
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
賞
を
頂

け
た
の
は
、
お
世
話
に
な
っ
た
先
生

方
、
友
人
、
家
族
の
支
え
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
だ
と
思
い
ま
す
。
心
か
ら

感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

入
学
当
初
は
、
将
来
の
夢
も
な
く

不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
が
、
先
生

方
の
熱
い
ご
講
義
を
受
け
る
中
で
私

に
も
夢
が
で
き
、
研
究
職
に
就
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
岐
阜

大
学
で
６
年
間
学
ん
だ
こ
と
を
活
か

し
、
精
進
し
、
成
長
し
て
い
く
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
。

�

速　

水　

菜　

月

　

こ
の
度
は
、
同
窓
会
長
賞
と
い
う

素
晴
ら
し
い
賞
を
頂
き
ま
し
て
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
大
変

光
栄
に
存
じ
ま
す
。
周
囲
の
支
え
が

あ
っ
て
こ
そ
の
受
賞
で
あ
り
、
日
々

熱
心
に
指
導
し
て
下
さ
る
先
生
方
、

支
え
て
く
れ
る
家
族
、
友
人
に
深
く

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
私
は
今
後
、

世
界
に
貢
献
で
き
る
研
究
者
と
な
る

こ
と
を
目
指
し
、
博
士
課
程
に
進
学

い
た
し
ま
す
。こ
の
度
受
賞
を
胸
に
、

さ
ら
に
勉
学
、
研
究
に
励
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
今
後
と
も
、
先
生
方
、
同

窓
の
先
輩
方
の
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
、

ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

同
窓
会
長
賞
受
賞
者



各務同窓会報
No.97　　平成28年11月30日

− 17 −

新
奇
鉄
還
元
細
菌
T
K
M
1
株

の
電
流
生
産
能
に
関
す
る
研
究

中
村　

浩
平

　

𠮷
嵜
清
己
研
究
支
援
（
奨
励
研
究
）
よ
り
、

こ
れ
ま
で
に
も
ご
支
援
頂
い
て
き
た
、
微
生

物
燃
料
電
池
か
ら
分
離
さ
れ
た
、
全
く
新
し

い
細
菌
に
関
す
る
研
究
に
ご
支
援
頂
き
ま

し
た
。

　

以
前
の
各
務
同
窓
会
報
で
も
ご
紹
介
し

た
微
生
物
燃
料
電
池
は
、
微
生
物
が
分
解
可

能
な
物
質
か
ら
発
電
し
ま
す
。
当
研
究
室
で

は
、
岐
阜
大
学
内
の
水
田
土
壌
を
種
菌
と
し

て
、
稲
ワ
ラ
を
含
む
セ
ル
ロ
ー
ス
を
燃
料
と

し
た
微
生
物
燃
料
を
四
年
間
継
続
運
転
し

て
い
ま
す
。
そ
の
微
生
物
燃
料
電
池
か
ら
分

離
さ
れ
た
細
菌
の
一
つ
T
K
M
1
株
は
、
系

統
分
類
学
上
、
新
奇
な
細
菌
で
あ
り
、
か
つ
、

電
流
生
産
菌
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
電

流
生
産
菌
は
微
生
物
燃
料
電
池
の
核
と
な

る
生
物
で
す
。
T
K
M
1
株
の
近
縁
種
に
お

い
て
も
電
流
生
産
能
の
報
告
例
は
無
く
、
電

流
生
産
菌
と
し
て
も
新
し
い
細
菌
と
し
て

注
目
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
T
K
M
1
株
の
ゲ
ノ
ム
を
解
読
し

た
と
こ
ろ
、
T
K
M
1
株
が
数
多
く
の
植
物

細
胞
壁
分
解
酵
素
を
も
つ
こ
と
が
分
か
っ

て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
種
菌
源
や
燃
料
等

の
分
離
ま
で
の
経
緯
か
ら
考
え
て
も
不
思

議
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
T
K
M
1
株
が
セ
ル

ロ
ー
ス
の
よ
う
な
植
物
細
胞
壁
成
分
を
燃

料
に
、
微
生
物
燃
料
電
池
で
発
電
す
れ
ば
、

稀
有
な
電
流
生
産
菌
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

T
K
M
1
株
の
微
生
物
学
的
特
徴
の
他

に
微
生
物
燃
料
電
池
内
で
の
電
流
生
産
機

構
な
ど
、
多
く
の
研
究
の
余
地
が
残
さ
れ
て

い
ま
す
。
で
す
が
、
ま
ず
は
T
K
M
1
株
を

岐
大
で
分
離
分
類
さ
れ
た
、
岐
大
菌
（
属
名

は
未
定
、
種
名
を
g
i
d
a
i
i
と
予
定
）

と
し
て
提
唱
す
べ
く
準
備
し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
ご
支
援
頂
き
ま

し
た
𠮷
嵜
清
己
さ
ま
に
心
よ
り
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。

低
環
境
負
荷
型
社
会
実
現
に
向
け

た「
C
1

微
生
物
」の
細
胞
機
能
の

戦
略
的
活
用
に
向
け
た
基
盤
構
築

中
川　

智
行

　

メ
タ
ノ
ー
ル
は
、
燃
焼
の
際
、
水
と

C
O
2
に
完
全
酸
化
さ
れ
、
か
つ
植
物
バ
イ

オ
マ
ス
や
温
暖
化
ガ
ス
の
C
H
4
や
C
O
2

か
ら
直
接
合
成
で
き
る
環
境
負
荷
の
少
な

い
次
世
代
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ひ
と
つ
で
あ

る
。
私
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
で
は
安
価
で
ク

リ
ー
ン
な
次
世
代
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る

メ
タ
ノ
ー
ル
の
バ
イ
オ
産
業
へ
の
応
用
を

目
指
し
て
、
メ
タ
ノ
ー
ル
を
炭
素
源
と
し
て

利
用
で
き
る
C
1
微
生
物
の
細
胞
機
能
に
注

目
し
、
そ
の
能
力
を
私
た
ち
の
生
活
に
応
用

す
る
た
め
の
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

　

𠮷
嵜
基
金
に
は
一
昨
年
度
か
ら
ご
支
援

を
い
た
だ
き
、
昨
年
度
は
酵
母
の
メ
タ
ノ
ー

ル
応
答
遺
伝
子
の
発
現
制
御
の
分
子
機
構

の
解
明
を
通
し
て
、
メ
タ
ノ
ー
ル
を
出
発
原

料
に
し
た
様
々
な
有
用
タ
ン
パ
ク
質
の
生

産
の
効
率
化
を
、
さ
ら
に
は
C
1
微
生
物
の

植
物
共
生
の
仕
組
み
を
示
す
こ
と
で
作
物

の
生
育
促
進
技
術
へ
の
応
用
を
見
据
え
た

基
礎
的
研
究
を
中
心
に
進
め
て
き
た
。
こ
れ

ら
研
究
成
果
が
、
将
来
、
低
環
境
負
荷
型
社

会
の
構
築
の
一
助
に
な
れ
ば
と
願
っ
て
い
る
。

　

最
後
に
、
私
ど
も
の
研
究
内
容
に
ご
理
解

い
た
だ
き
、
ま
た
、
本
研
究
に
対
し
て
ご
支

援
い
た
だ
き
ま
し
た
𠮷
嵜
清
己
様
に
心
よ

り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

C
19
𠮷
嵜
清
己
研
究
支
援
寄
附

金
の
今
年
度
受
領
者

石
田　

秀
治

　

昭
和
19
年
9
月
に
農
芸
化
学
科
を
卒
業

さ
れ
た
𠮷
嵜
清
己
氏
か
ら
の
支
援
は
「
𠮷
嵜

清
己
研
究
支
援
寄
附
金
」
と
し
て
平
成
19
年

度
か
ら
始
ま
り
、
昨
年
ま
で
に
延
べ
13
名
、

支
援
金
総
額
は
１
，
１
０
０
万
円
と
な
っ
て

お
り
、
氏
の
課
程
に
対
す
る
篤
志
に
、
衷
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
度
か
ら
は
、
氏
の
保
有
す
る
株
式
を

御
寄
附
頂
き
、
そ
れ
を
永
続
的
に
保
有
し
、

配
当
金
を
利
用
し
て
研
究
を
支
援
し
て
頂

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
本
年
度
は
、
寺

本
好
邦
准
教
授
の
“
ナ
ノ
セ
ル
ロ
ー
ス
複
合

材
料
の
創
製
と
機
能
発
現
”
と
い
う
研
究
に

4
5
1
，
2
5
0
円
の
ご
支
援
を
頂
き
ま
し

た
。
寺
本
先
生
に
は
、
𠮷
嵜
様
が
望
ん
で
お

ら
れ
る
「
材
料
科
学
の
発
展
に
よ
る
社
会
貢

献
」
に
ご
尽
力
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

平
成
27
年
度
受
領
者
報
告
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林
　
博
康
（
Ｓ
14
Ｍ
）

　

岐
阜
県
高
等
学
校
支
部
（
各
務
会
）

は
、
岐
阜
県
内
の
高
校
、
特
別
支
援

学
校
、
県
教
育
委
員
会
で
勤
務
し
て

い
る
者
及
び
退
職
者
で
組
織
さ
れ
て

い
ま
す
。
主
に
理
科
と
農
業
科
の
教

員
で
現
在
の
会
員
数
は
１
７
７
名
で

す
。

　

平
成
28
年
度
総
会
・
懇
親
会
を
６

月
25
日
（
土
）
に
岐
阜
市
に
あ
る
グ

ラ
ン
ヴ
ェ
ー
ル
岐
山
で
開
催
し
ま
し

た
。
会
員
37
名
が

参
加
し
、
ご
来
賓

と
し
て
、
岐
阜
大

学
応
用
生
物
科
学

部
副
学
部
長
光
永

徹
先
生
、
応
用
生

物
科
学
部
教
授
千

家
正
照
先
生
を
お

迎
え
し
開
催
し
ま

し
た
。

　

光
永
先
生
か
ら

は
、
現
在
の
大
学

の
近
況
と
し
て
、

現
在
大
学
が
取
り

組
ん
で
い
る
内
容

や
今
後
の
大
学
の

方
向
性
の
お
話
、

千
家
先
生
か
ら
は

学
科
長
を
務
め
て

み
え
る
大
学
院
連

合
農
学
研
究
科
の

近
況
や
社
会
人
入

学
で
６
年
か
け
博

士
号
を
取
得
で
き

る
お
話
を
し
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。

ま
た
今
年
度
は
３
名
の
入
会
が
あ
り
、

新
入
会
の
３
名
か
ら
挨
拶
を
し
て
も

ら
い
、
会
の
終
盤
に
は
岐
阜
高
等
農

林
学
校
校
歌
、
凛
真
寮
歌
を
参
加
者

全
員
で
歌
い
万
歳
三
唱
に
よ
り
来
年

の
再
会
を
約
束
し
散
会
し
ま
し
た
。

岐
阜
県
高
等
学
校
支
部

支部会員からの便り
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小
久
保
　
清
隆

　

愛
知
県
高
等
学
校
教
員
支
部
は
、
愛
知
県

内
の
高
等
学
校
に
勤
務
し
て
い
る
教
員
及
び

退
職
者
で
組
織
さ
れ
、
支
部
会
員
の
総
数
は

１
２
０
名
に
及
び
ま
す
。
本
年
度
の
総
会
並

び
に
懇
親
会
は
、
６
月
25
日
（
土
）
に
愛
知

県
稲
沢
市
「
稲
ふ
じ
」（
稲
沢
高
校
担
当
）

に
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
会
員
22
名
が
参

加
し
、
ご
来
賓
に
応
用
生
物
科
学
部 

生
産

環
境
科
学
課
程 

応
用
動
物
科
学
コ
ー
ス 

動

物
繁
殖
学
研
究
室　

教
授　

土
井　

守
先
生

を
お
招
き
し
、
大
学
の
近
況
等
に
つ
い

て
お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

２
０
２
３
年
に
は
、
岐
阜
高
等
農
林
学

校
創
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業
が
開

催
さ
れ
る
こ
と
を
聞
き
、
同
窓
と
し
て

支
援
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

ま
た
、
当
支
部
で
は
、
新
入
会
員
の

入
会
が
少
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
土
井

先
生
に
教
職
を
目
指
す
学
生
に
は
、
是

非
と
も
希
望
を
諦
め
ず
最
後
ま
で
頑

張
る
よ
う
ご
指
導
を
お
願
い
い
た
し

ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
土
井
先
生
と
同
科
卒

業
の
会
員
も
み
え
、
学
生
気
分
で
時
間

の
経
つ
こ
と
を
忘
れ
、
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
会
の

終
了
に
は
、
恒
例
と
な
り
ま
し
た
岐
阜

高
等
農
林
学
校
校
歌
と
凛
真
寮
寮
歌

を
合
唱
し
、
和
や
か
に
会
を
終
え
ま
し

た
。

　

最
後
に
、
母
校
の
更
な
る
発
展
を
心

よ
り
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

愛
知
県
高
等
学
校
教
員
支
部

嘉
住
　
熊
二
（
前
京
都
支
部
長
）

　

京
都
支
部
は
、
3
年
に
1
回
総
会
を
開
催

し
、
会
員
の
近
況
や
健
康
状
況
を
確
認
し
、

大
学
時
代
の
思
い
出
と
旧
交
を
温
め
な
お
し

て
お
り
、
平
成
28
年
度
は
7
月
9
日
（
土
）

に
京
都
平
安
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
員
数
は
平
成
17
年
調
査
で
約
2
3
0
名
で

し
た
が
そ
の
後
は
未
調
査
で
す
。

　

会
員
の
出
席
は
14
名
と
本
部
か

ら
来
賓
2
名
出
席
い
た
だ
き
ま
し

た
の
で
総
計
16
名
で
し
た
。

　

各
務
同
窓
会
本
部
か
ら
は
平
工

副
会
長
、
幹
事
の
松
山
先
生
の
お

２
人
が
お
祝
い
と
激
励
に
ご
出
席

い
た
だ
き
、
会
が
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
工
副
会
長
様
か
ら
は
、
創
立

1
0
0
周
年
記
念
事
業
会
の
準
備

と
支
部
の
参
加
協
力
を
期
待
し
た

い
と
の
ご
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
役
員
選
任
の
議
案
が

提
案
さ
れ
、
平
成
27
年
度
ま
で
の

支
部
長
嘉
住
熊
二
（
Ａ
大
６
）
が
、

平
成
28
年
度
か
ら
藤
吉
弘
政
（
Ｅ

大
17
）
に
交
代
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
懇
談
会
の
交
流
時
に
山

口
会
員
（
Ｆ
大
30
）
か
ら
、
平
成

28
年
10
月
に
京
都
府
に
お
い
て
開

催
さ
れ
る
第
40
回
全
国
育
樹
祭
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
特
に
昨
年
度
開
催
さ

れ
た
岐
阜
県
の
育
樹
祭
が
大
変
良
か
っ
た
の

で
、
担
当
者
が
岐
阜
県
に
出
向
き
指
導
を
受

け
た
こ
と
と
、
特
に
京
都
府
の
山
田
知
事
さ

ん
か
ら
岐
阜
県
方
式
が
良
か
っ
た
の
で
参
考

に
す
る
よ
う
指
示
が
あ
っ
た
と
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
各
務
同
窓
会
京
都
支
部
総
会
の
報
告
に
つ
い
て

平成28年度　京都支部総会出席者
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私
は
旧
制
国
立

岐
阜
農
林
専
門
学

校
農
産
製
造
学
科

第
一
期
と
し
て
、

混
乱
の
戦
後
昭

和
二
十
二
年
四
月
に
入
学
し
、
同
二
十
五
年

三
月
卒
業
し
ま
し
た
。
も
と
も
と
私
は
皇
紀

二
六
〇
〇
年
と
称
し
国
威
発
楊
の
昭
和
十
五

年
、
本
来
は
東
京
五
輪
が
開
催
さ
れ
る
は
ず
の

年
で
す
が
、
昭
和
十
二
年
に
勃
発
し
た
日
支
事

変
が
泥
沼
化
し
、
世
界
か
ら
孤
立
化
し
た
わ
が

国
は
五
輪
開
催
権
を
返
上
し
、
風
雲
急
を
告
げ

た
年
に
岐
阜
中
学
（
現 

岐
阜
高
校
）
に
入
学
し

ま
し
た
。
翌
年
暮
に
は
米
英
相
手
の
戦
争
に
突

入
、
大
学
入
試
を
目
前
に
し
た
旧
制
中
学
五
年

生
の
五
月
、
ペ
ン
を
捨
て
ハ
ン
マ
ー
を
握
る
勤

労
動
員
発
令
で
各
務
原
市
の
陸
軍
航
空
廠
に
配

属
さ
れ
飛
行
機
の
修
理
・
整
備
工
と
な
り
ま
し

た
。
翌
三
月 

幼
少
期
よ
り
憧
れ
て
い
た
東
京
の

私
大
に
願
書
を
提
出
。
入
試
は
三
月
十
二
日
で

し
た
が
、
前
々
日
の
大
空
襲
で
東
京
の
下
町
は

十
万
人
の
死
者
が
出
る
未
曾
有
の
大
災
害
と
な

り
、
大
動
脈
の
東
海
道
本
線
は
不
通
。
た
だ
で

さ
え
食
料
難
の
東
京
で
の
大
学
生
活
は
栄
養
失

調
と
下
宿
難
で
「
勉
強
ど
こ
ろ
じ
ゃ
な
か
ろ
う
。

う
ち
か
ら
通
え
る
学
校
へ
行
け
。」
と
母
親
に

説
教
さ
れ
て
断
念
。
や
が
て
敗
戦
を
迎
え
、
健

康
だ
っ
た
体
力
も
結
核
に
冒
さ
れ
半
病
人
の
生

活
が
一
年
半
ほ
ど
続
き
ま
し
た
。

　

私
が
健
康
を
回
復
し
た
の
は
岐
農
専
へ
入
学

し
食
料
難
か
ら
抜
け
出
し
た
こ
と
だ
と
感
謝
し

て
い
ま
す
。
広
大
な
土
地
と
大
正
ロ
マ
ン
の
面

影
を
宿
す
校
舎
は
往
時
の
官
立
学
校
（
岐
阜
唯

一
）
の
貫
録
充
分
で
し
た
。
当
時
の
思
い
出
で

強
く
印
象
に
残
る
の
は
名
古
屋
大
学
が
新
制
大

学
と
な
る
と
き
農
学
部
が
欲
し
い
「
そ
れ
に
は

岐
農
専
を
そ
れ
に
あ
て
る
」
と
い
う
誘
い
で
し

た
。
私
達
は
名
大
農
学
部 

大
賛
成
で
学
生
の
大

半
は
そ
れ
を
支
持
し
ま
し
た
。
丁
度
そ
の
と
き

戦
後
民
選
知
事
第
一
号
の
武
藤
喜
門
翁
は
こ
れ

を
か
ぎ
つ
け
学
校
へ
駆
け
付
け
「
キ
ミ
達
何
を

ネ
ボ
ケ
た
こ
と
を
言
っ
て
る
ん
だ
。
将
来
の
国

立
岐
阜
大
学
構
想
は
こ
の
学
校
を
中
核
と
し
て

県
立
の
工
専
、
医
専
を
ま
き
こ
み 

農
・
工
・
医

そ
れ
に
同
じ
く
県
立
の
師
範
学
校
を
教
養
学
部

と
す
る
こ
と
だ
。
し
っ
か
り
し
ろ
！
」
と
怒
鳴

ら
れ
た
こ
と
が
今
で
も
鮮
明
に
記
憶
し
て
い
ま

す
。
結
果
は
そ
の
通
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

三
年
間
余
り
勉
強
し
た
記
憶
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
野
球
部
の
中
心
選
手
と
し
て
一
年
春
の

リ
ー
グ
戦
か
ら
レ
ギ
ュ
ラ
ー
と
し
て
三
年
間
、

リ
ー
ド
オ
フ
マ
ン
の
役
割
と
担
わ
さ
れ
た
こ
と

が
僕
の
誇
り
で
あ
り
生
き
甲
斐
で
も
あ
り
ま
し

た
。
不
足
し
た
単
位
取
得
も
、
著
名
な
教
授
連

か
ら
「
学
校
の
た
め
に
役
立
っ
て
る
よ
、
あ
い

つ
は
」
と
ゆ
る
め
に
み
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が

今
改
め
て
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
戦
争

が
な
け
れ
ば
ご
縁
の
な
か
っ
た
こ
の
学
校
が
戦

後
の
混
迷
の
中
で
私
を
育
ん
で
く
れ
た
と
改
め

て
縁
（
え
に
し
）
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

岐
阜
大
学
よ　

よ
り
高
く

　
　
　

よ
り
大
き
く　

よ
り
遠
く
、

　
　
　
　
　

は
ば
た
い
て
く
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
り
が
と
う

農学科
A9 志 方 正 二
A17 堀 口 文 英
A20 北畑（古田）龍平
A22 伊 藤 昭 二
A23 岩 井 髙 裕
A23 藤　井　　　篤
A24 遠 山 芳 樹
A25 小　島　　　悠
A25 松 本 和 夫
A大2 早　川　　　寛
A大5 飛 田 勉 一
A大6 戸 﨑 正 弘
A大7 菊 池 次 雄
A大11 小　崎　　　稔
A大14 武 藤 安 美

林学科
F20 和 田 弘 之
F20 細田（唐本）清二
F22 松　岡　　　昭
F24 亀井（長石倉）利英
F25 星 野 俊 之
F大2 廣 幡 道 雄
F大7 近 藤 正 孝
F大9 加　藤　　　勝

F大10 宮 脇 忠 公
F大16 加 藤 隆 彦

農芸化学科
C17 髙 倉 純 夫
C19 藤 井 徳 三
C19 宮 本 嘉 胤
C20 渡　邉　　　清
C22 宇 野 耕 吉
C25 佐 野 勝 昭

農産製造科
C大1 原　田　安比呂
C大2 川 端 晃 至
C大2 石　田　　　明
C大2 奥田（岩間）孝雄
C大3 衣 斐 慎 司
C大9 栗 田 貞 雄
C大12 戸　田　　　守
C大16 花　房　晋太郎

獣医学科
V1 高　橋　　　毅
V1 棚 瀬 勝 美
V1 菊 池 仙 七
V2 中 野 健 司
V2 山　下　　　靜
V3 北 澤 敏 男

V3 稲 垣 二 郎
V4 森 安 一 男
V4 宮　川　　　叶
V5 湯　沢　　　勝
V5 田中（秋田）正三
V6 小川（渡邊）敏
V7 宮 澤 文 治
V8 土 居 佳 治
V8 戸　崎　　　葆
V大1 岩 井 威 道
V大2 駒 田 睦 美
V大5 菅 沼 文 治
V大5 打 田 穂 積
V大8 鈴 木 正 之
V大10 安 井 圀 彦
V大12 木 戸 正 暉
V大21 成 瀬 友 裕

農業工学科
E1 高　橋　　　侃
E4 棚 橋 正 治
E7 古　田　久寿男
E大3 伊 藤 利 成
E大4 小 川 隆 三
E大4 木 村 克 彦
E大5 本 村　　 脩

E大9 高 橋 亮 一
E大13 本　間　春　雄
E大22 石　田　教　文

家禽畜産学科
P大14 大 矢 秀 三

農産製造科
M1 五 島 正 己
M1 松　岡　驥一郎

総合農学科
N大4 杉 本 伸 夫
N大5 杉 崎 邦 茂
生産環境科学課程

AE大1 澤 頭 勇 次
実務科

SP7 三田村　　　基
SP19 平　栗　　　弘

農村工業実科
AT19 長谷川　　　巌

旧教員
旧教員 五十崎　　　恒
旧教員 吉　崎　範　夫
旧教員 武　井　　　昭

　昨年の会報96号以後、平成28年8月までに御逝去が確認された方々は、次のとおりです。

謹んで哀悼の意を表し、御冥福をお祈り申し上げます。訃　　報

会員の受賞　櫻　井　滋　郎　（E4）　 高齢者叙勲　平成28年1月1日

同
窓
会
連
合
会
会
長
賞
受
賞
者
の
挨
拶　

杉
　
山
　
幹
　
夫
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支　 部　 名 〒 連　　　　　絡　　　　　先 TEL 支部長または代表者 卒業回 支 部 
会員数

54 各 務 同 窓 会
北陸Ｅ,Ｓ科会 （宅） 939-1666 富山県南砺市山本286　　 ☎0763-52-1877 広　川　政　則 Ｅ大1 77

55 各 務 同 窓 会�
岐阜県高等学校

（宅） 501-3954 岐阜県関市千疋84-1 ☎0575-28-3294 林　　　博　康 ＭＳ10
167

（事務局） 502-0905 岐阜県岐阜市山吹町2-24-1　M.アリージェンス305号 ☎058-297-3263 塚　原　寿　憲  B大5

56 江 南 （宅） 464-0011 愛知県名古屋市千種区千代田橋2-5-9-12 ☎052-723-1980 村　瀬　卓　史 F大27 114

57 獣医科東三河
（宅） 441-1326 愛知県新城市字中野56　 ☎0536-22-0601 金　沢　政　樹 Ｖ大23

62
（連絡先）（勤） 441-8113 愛知県豊橋市西幸町字古並51-1愛知県東部家畜保健衛生所 ☎0532-45-1141 松　本　　　恵 Ｖ大28

58 東海農政水機構
（宅） 509-0259 岐阜県可児市愛岐ヶ丘3-12 ☎0574-65-1672 服　部　龍　一 E大23

58
（幹　事）（宅） 466-0804 愛知県名古屋市昭和区宮東町39 ☎052-783-3821 大　原　敏　一 E大27

59 岐 阜 （宅） 502-0857 岐阜県岐阜市正木440 ☎058-231-9721 北　川　精　一 Ｖ大18 170

60 岐阜大学獣医
学 科 三 重 県

（宅） 516-0047 三重県伊勢市常磐町75-1 ☎0596-28-1867 横　山　　　勇 Ｖ大5
45

（宅） 515-0033 三重県松阪市垣鼻町1638-25 ☎0598-21-6868 村　田　貴　佳 Ｖ大25

61 Ｐ 科 同 窓 会 （宅） 500-8308 岐阜県岐阜市三橋町35-3 ☎058-253-4840 川　島　光　夫 P大7 706

62 岐 阜 大 学 （勤） 501-1193 岐阜県岐阜市柳戸1-1　岐阜大学応用生物科学部 ☎058-293-3411 海　野　年　弘 Ｖ大35 37

63
愛 知 県 職 員
林 務 関 係
同 窓 会

（勤） 441-1622 愛知県新城市上吉田字乙新多43-1　愛知県森林・林業技術センター ☎0536-34-0321 服　部　晋　也 Ｆ大29
50

（連絡先）（勤） 460-8501 愛知県名古屋市中区三の丸3-1-2愛知県農林水産部農林基盤局林務課 ☎052-954-6444 佐久間　　　学 Ｆ大38

64 東京Ｅ科現役会
（勤） 289-1103 千葉県八街市八街に456-1 ☎043-444-5291 長　井　　　薫 Ｅ大29

32
（連絡先）（勤） 100-8950 東京都千代田区霞ヶ関1-2-1　�農林水産省農村振興局水資源課 ☎03-3502-6244 原　　　春　奈 Ｓ大15

66 愛 知 各 務 会 （宅） 509-0146 岐阜県各務原市鵜沼三ツ池町3-278-8 ☎058-370-6382 近　藤　正　人 Ｅ大14 59

　

早
い
も
の
で
、
昨
年
９
月
に
先
生

が
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
て
、
も
う

１
年
が
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

徐
々
に
悪
く
な
ら
れ
て
い
る
と
お
聞

き
は
し
て
い
ま
し
た
が
、
い
ざ
御
逝

去
の
報
に
接
す
る
と
、
い
ろ
い
ろ
な

思
い
出
が
こ
み
上
げ
て
き
ま
し
た
。

　

昭
和
54
年
、
五
十
崎
先
生
の
農
地

工
学
講
座
に
在
籍
し
て
い
た
時
に
青

年
海
外
協
力
隊
員
と
し
て
タ
ン
ザ
ニ

ア
の
ム
ワ
ン
ザ
州
の
か
ん
が
い
事
業

へ
の
派
遣
が
決
ま
り
、
技
術
的
な
拠

り
所
と
し
て
現
地
に
持
っ
て
行
っ
た

の
が
農
業
土
木
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
で
し

た
。

　

現
地
で
は
、
ビ
ク
ト
リ
ア
湖
を
水

源
と
し
た
用
水
計
画
に
加
え
、
換
金

作
物
と
し
て
水
稲
の
導
入
を
計
画

し
、
サ
バ
ン
ナ
を
水
田
へ
と
整
備
す

る
農
地
開
発
も
盛
り
込
み
事
業
計
画

を
策
定
し
ま
し
た
。

　

ほ
場
の
区
画
決
定
に
当
た
っ
て

は
、何
の
疑
い
も
無
く
、ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
か
ら
長
辺
を
1
0
0
ｍ
と
し
て
標

準
区
画
を
30
ア
ー
ル
と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
1
0
0
ｍ
×
30
ｍ
の
標
準
区

画
は
昭
和
40
年
代
に
五
十
崎
先
生
ら

の
試
験
研
究
の
結
果
、
当
時
の
機
械

体
系
や
技
術
水
準
の
も
と
最
も
効
率

的
な
区
画
と
し
て
採
用
さ
れ
た
と
記

憶
し
て
い
ま
す
。

　

現
地
の
工
事
は
、
ス
コ
ッ
プ
、
ツ

ル
ハ
シ
、
一
輪
車
の
人
力
施
工
で
、

竣
工
ま
で
相
当
な
月
日
を
要
し
、
加

え
て
当
時
の
営
農
は
牛
馬
以
前
の
人

力
に
よ
る
栽
培
技
術
の
段
階
で
、
い

き
な
り
こ
の
機
械
体
系
の
標
準
区
画

を
導
入
し
、
当
然
、
栽
培
方
法
も
苗

づ
く
り
、
田
植
え
と
い
う
日
本
式
で

全
て
を
計
画
し
、
実
際
、
石
だ
ら
け

の
30
ア
ー
ル
を
手
植
え
し
た
苦
労
は

今
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
の
後
、
こ
の
30
ア
ー
ル
区
画
は

人
力
作
業
に
適
し
た
よ
う
に
小
さ
く

分
割
さ
れ
、
グ
ー
グ
ル
ア
ー
ス
で
こ

れ
ら
の
区
画
を
見
る
た
び
に
五
十
崎

先
生
を
思
い
出
し
、
栽
培
技
術
レ
ベ

ル
等
の
営
農
環
境
を
考
慮
す
る
こ
と

な
く
日
本
の
標
準
区
画
を
そ
の
ま
ま

採
用
し
た
当
時
の
自
分
の
技
術
者
と

し
て
の
判
断
に
今
更
な
が
ら
恥
ず
か

し
さ
を
感
じ
、
五
十
崎
先
生
に
叱
ら

れ
て
い
る
気
が
し
ま
す
。

　

一
方
、
現
在
、
勤
務
し
て
い
る
淡

路
島
で
は
、
特
産
の
タ
マ
ネ
ギ
や
レ

タ
ス
な
ど
の
品
質
向
上
や
生
産
振
興

「
ほ
場
の
長
辺
１
０
０
メ
ー
ト
ル
」

　

恩
師　

五
十
崎　

恒　

先
生
を
偲
ん
で

兵
庫
県
洲
本
土
地
改
良
事
務
所
　
相
　
埜
　
利
　
幸
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先
生
は
長
年
、
三
田
洞
の
御
自
宅

か
ら
自
転
車
通
勤
を
続
け
ら
れ
、
ま

た
週
末
に
は
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
欠
か
さ

な
い
な
ど
、
た
い
へ
ん
健
康
に
恵
ま

れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
が
、
定

年
退
職
間
際
に
病
に
倒
れ
ら
れ
、
闘

病
生
活
を
送
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
。
最
後
ま
で
御
自
宅
で
論
文
執

筆
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
た
と
伺
い

ま
し
た
。
先
生
か
ら
頂
い
た
最
後
の

年
賀
状
に
は
、『
薬
の
副
作
用
に
つ

い
て
の
最
後
の
研
究
に
挑
戦
し
て
い

ま
す
。
自
律
神
経
の
破
壊
が
人
体
に

ど
の
よ
う
な
効
果
を
及
ぼ
す
の
か
が

よ
く
分
か
り
ま
し
た
。』
と
あ
り
ま

し
た
。
先
生
は
実
験
生
物
学
者
と
し

て
人
生
を
全
う
さ
れ
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。
先
生
の
御
冥
福
を
心
よ
り
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
山
本
謙
也
）

　

武
井　

昭
先
生
は
平
成
二
十
八
年

二
月
十
日
、
八
十
六
歳
で
ご
逝
去
さ

れ
ま
し
た
。
家
族
葬
と
の
こ
と
で
後

か
ら
訃
報
を
う
け
、
大
変
悲
し
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

想
え
ば
岐
阜
大
学
農
学
部
の
旧
六

学
科
か
ら
新
三
学
科
へ
の
学
科
再
編

で
生
産
流
通
管
理
学
講
座
に
農
村
計

画
学
新
設
に
伴
う
人
事
で
、
農
水
省

北
陸
農
業
試
験
場
長
で
あ
ら
れ
た
先

生
に
ご
赴
任
い
た
だ
け
た
こ
と
を
想

起
い
た
し
ま
す
。

　

先
生
は
昭
和
二
十
五
年
、
東
京
大

学
を
卒
業
後
、
農
業
技
術
研
究
所
に

入
所
、
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
総
合
研

究
官
、
そ
し
て
北
陸
農
業
試
験
場
長

を
経
て
本
学
の
農
村
計
画
学
の
初
代

教
授
と
し
て
四
年
間
、
勤
め
ら
れ
ま

し
た
。

　

先
生
は
「
生
産
流
通
管
理
学
概
論
」

及
び
「
農
村
計
画
学
」
の
担
当
で
し

た
。
来
学
早
々
、「
農
村
計
画
学
テ

キ
ス
ト
」
を
作
成
、
丁
寧
に
意
欲
的

に
講
義
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
テ
キ
ス

ト
に
よ
れ
ば
先
生
の
農
村
計
画
の
原

点
は
農
水
省
が
進
め
て
い
た
開
拓
、

干
拓
な
ど
農
地
開
発
の
中
心
的
存
在

で
あ
っ
た
八
郎
潟
干
拓
構
想
が
根
底

に
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
日
本
農
業
再

建
を
農
地
拡
大
と
日
本
的
生
産
力
形

成
、
そ
の
舞
台
と
し
て
の
干
拓
、
開

拓
の
モ
デ
ル
と
し
て
一
万
二
阡
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
八
郎
潟
干
拓
地
に
ど
う
農

村
を
計
画
す
る
か
、
先
生
は
中
央
干

拓
と
周
辺
干
拓
に
そ
れ
ぞ
れ
入
植
農

家
と
出
作
り
農
家
に
分
け
、
前
者
の

大
切
さ
と
、
そ
れ
を
支
援
す
る
公
的

施
設
と
の
連
携
が
最
も
大
切
と
し
て

い
ま
す
。
経
営
規
模
も
い
き
な
り
、

一
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
二
〇
ヘ
ク
タ
ー

　

吉
崎
範
夫
先
生
を
偲
ん
で

　

吉
崎
範
夫
先
生
は
、
平
成
27
年

（
２
０
１
５
年
）
９
月
26
日
に
永
眠

さ
れ
ま
し
た
。
平
成
25
年（
２
０
１
３

年
）
３
月
末
に
退
職
さ
れ
て
か
ら
、

わ
ず
か
２
年
半
、
享
年
68
歳
で
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

先
生
は
、
北
海
道
大
学
理
学
部
、

片
桐
千
明
先
生
の
も
と
で
研
究
生
活

を
ス
タ
ー
ト
さ
れ
ま
し
た
。
両
生
類

発
生
学
の
一
時
代
を
築
い
た
片
桐
研

究
室
の
、
兄
貴
的
存
在
で
あ
っ
た
と

の
こ
と
で
す
。
そ
の
後
、
昭
和
49

年
（
１
９
７
４
年
）
７
月
に
岐
阜
大

学
教
養
部
助
手
と
し
て
赴
任
さ
れ
、

昭
和
59
年
（
１
９
８
４
年
）
４
月
助

教
授
、
平
成
４
年
（
１
９
９
２
年
）

１
月
に
教
授
と
し
て
、
二
十
余
年
に

渡
っ
て
教
養
教
育
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
教
養
部
改
組
に
伴
っ

て
平
成
８
年
（
１
９
９
６
年
）
10
月

に
岐
阜
大
学
農
学
部
に
移
籍
さ
れ
、

平
成
16
年
（
２
０
０
４
年
）
４
月
に

は
応
用
生
物
科
学
部
教
授
と
な
ら
れ

る
と
と
も
に
、
生
産
環
境
科
学
課
程

長
、
応
用
動
物
科
学
コ
ー
ス
長
、
生

物
出
題
部
会
長
な
ど
の
要
職
を
歴
任

さ
れ
、
学
生
教
育
・
学
内
運
営
に
多

大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。
生
産
環

境
科
学
課
程
長
在
任
中
に
は
、
学
生

の
希
望
を
取
り
入
れ
、
２
年
次
生
の

基
礎
的
な
学
生
実
験
（「
生
産
環
境

科
学
基
礎
実
験
」）
の
開
設
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。
先
生
な
し
に
は
実
現

が
難
し
か
っ
た
こ
と
と
思
わ
れ
ま

す
。
研
究
に
お
い
て
は
、
多
数
の
原

著
論
文
と
著
書
の
公
表
を
通
じ
て
動

物
発
生
学
や
畜
産
学
の
進
歩
・
発
展

に
大
き
く
寄
与
さ
れ
る
と
と
も
に
、

日
本
動
物
学
会
の
評
議
員
、
岐
阜
地

区
委
員
等
を
歴
任
さ
れ
、
学
会
活
動

に
も
熱
心
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

農
学
部
移
籍
後
は
、
ア
ジ
ア
か
ら
の

留
学
生
も
含
め
、
大
学
院
修
士
課
程

お
よ
び
博
士
課
程
の
学
生
の
教
育
に

尽
力
さ
れ
、
多
く
の
研
究
者
・
技
術

者
を
育
て
ら
れ
ま
し
た
。

を
目
的
に
ほ
場
整
備
が
進
み
つ
つ
あ

り
ま
す
が
、
次
の
世
代
を
見
据
え
、

野
菜
作
を
主
と
し
た
汎
用
化
水
田
に

お
い
て
、
長
辺
は
ど
の
程
度
の
延
長

が
適
し
て
い
る
の
か
を
検
証
し
よ
う

と
し
て
お
り
、
御
存
命
で
あ
れ
ば
是

非
こ
の
検
証
に
加
わ
っ
て
い
た
だ
き

た
か
っ
た
と
、
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

　

本
年
度
末
に
定
年
を
む
か
え
る
こ

の
よ
う
な
私
の
農
業
土
木
技
術
者
と

し
て
の
礎
を
育
て
て
い
た
だ
い
た

五
十
崎
先
生
に
深
く
感
謝
す
る
と
と

も
に
、
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

ル
で
は
な
く
、
現
況
の
規
模
か
ら
の

出
発
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
理
論

的
支
柱
は
日
本
的
農
業
技
術
の
発
展

論
理
が
基
本
的
に
大
切
と
い
う
持
論

に
基
づ
い
て
い
る
よ
う
で
す
。
先
生

の
ご
著
書
、『
日
本
稲
作
の
技
術
的

性
格
』（
明
文
書
房
）
や
、『
農
業
経

営
通
信
』
に
発
表
さ
れ
た
「
農
業
経

営
研
究
へ
の
期
待
に
応
え
る
た
め

に
」（
一
～
五
）、農
業
経
営
分
析
デ
ー

タ
の
「
ユ
ー
ザ
ー
を
な
ぜ
問
題
に
す

る
の
か
」
は
そ
れ
ら
を
よ
く
物
語
っ

て
い
ま
す
。
先
生
の
日
本
的
な
農
業

経
営
の
基
本
原
則
の
沿
っ
た
農
村
計

画
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
多
か
っ
た
。

　

先
生
の
退
官
を
記
念
し
て
先
生
を

囲
ん
だ
有
志
で
韓
国
旅
行
に
一
週
間

出
か
け
ま
し
た
。
先
生
は
初
め
て
の

外
国
旅
行
で
そ
の
行
き
先
の
調
べ
も

所
持
品
の
準
備
も
万
全
で
あ
り
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
広
島
県
立
大
学
退
官
後
、

奥
様
と
毎
年
、
外
国
旅
行
に
お
出
か

け
に
な
ら
れ
た
こ
と
を
知
り
、
嬉
し

く
な
り
ま
し
た
。
で
も
不
幸
に
も
奥

様
が
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。
先
生
は

『
一
緒
に
い
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
』

の
小
冊
を
残
さ
れ
た
こ
と
を
聞
き
、

学
問
と
言
い
、
家
庭
と
言
い
、
素
晴

ら
し
い
人
生
で
し
た
ね
と
感
服
し
て

い
ま
す
。

　

先
生
の
ご
逝
去
に
あ
た
り
、
心
か

ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
杉
山
道
雄
）

　

武
井　

昭
先
生
を
偲
ん
で
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平成28年度　大学院応用生物科学研究科　入学者名簿

生産環境科学専攻
AHSAN NUSRAT
安藤　卓弥
飯田有樹香
石渡　沙樹
岩松　　諒

宇野真優子
HUANG CHAOKUN
大澗　恵子
大藪　　緑
沖田　郁恵

奥村　理奈
桂　友里枝
加藤　貴範
神谷　　萌
河合伸一郎

神原　昭真
北山　善裕
金原　啓光
NGUYEN NGOC 
        THANH TAM

國枝　　秀
CUI WEN PING
佐藤　佑哉
白井　詩織
新間　清仁

杉山　朱音
SULTANA SHARMIN
瀨古　紘子
妹尾　光明
髙橋愛里花

田中久留美
谷澤　果南
田宮　早恵
千葉　夏実
CAO RUO MING

冨樫　麗衣
長宗　沙映
中村祥一朗
MO GANHUI
林　　美希

比護友里恵
藤村　弥咲
本田梨英子
三嶋　達郎
三田　智恵

見屋井一輝
武藤　啓悟
村上　清香
森　　菜摘
守田　航馬

山口　博志
吉田　知左
RANI YOSILIN
RIZAL MD ASMAUL
渡部　真由

　　　　　ボゴール農科大学　　　　　浙江師範大学　　　　　福島工業高専　　　　　富山県立大学　　　　　西北工業大学　　　　　山形大学
　　　　　高知大学　　　　　岐阜大学（37）　　　　　外国の学校等（3）　　　　　 インド工科大学グワハティ校

　　　Agricultural（院）　　　　BANGABANDHU SHEIKH　　　　ダッカ大学　　　　フエ大学　　　　ランプン大学　　　　岐阜大学（39）　　　　広西大学（2）
　　　山西農業大学　　　　滋賀県立大学　　　　静岡大学　　　　摂南大学　　　　東京農業大学　　　　内モンゴル民族大学　　　　名城大学（2）

応用生命科学専攻
愛知　　渉
浅野　早知
浅野　拓也
荒木　一敬
井上　貴仁

遠藤　優輝
岡田　健司
沖野　凪沙
奥村　拓也
勝　 永 毅

桂川　徹也
上條　由貴
神戸　智代
栗田　一生
小泉　佳菜

小酒井智也
後藤　咲季
齋　　宏治
菅沼　宗矢
杉 浦　 聡

杉光　祐紀
田中　友理
田原　成康
佃　　怜奈
辻　 千 紘

手塚　正秋
中田えりな
野村　健太
長谷川丈真
濱屋　　湧

林　　友香
伴野　佑介
HE RENYI
本田　賢司
前田　絢香

前田　和樹
水谷　綾乃
宮城　一真
武藤　達朗
村瀬　璃奈

森山　章弘
柳瀬　博之
LIU FANGHUI

PUTRI ANNISYIA ZARINA
AVULLAGADA SURAJ DEV YADA
JIANG LEI
DISSANAYAKA MUDIYANSELAGE
HEND ESSAM ALTAIB

　

同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り

格
別
の
ご
協
力
と
ご
支
援
を
賜
り
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
年

の
夏
も
猛
暑
が
続
き
、
と
り
わ
け

岐
阜
県
内
で
は
、
雨
が
ほ
と
ん
ど

降
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
８
月

下
旬
に
は
台
風
が
３
つ
（
９
号
、
10

号
、11
号
）
同
時
に
発
生
し
ま
し
た
。

台
風
９
号
は
関
東
甲
信
・
東
海
地

方
に
接
近
し
被
害
が
心
配
さ
れ
て

い
ま
す
。
台
風
10
号
は
、九
州
南
部
・

沖
縄
地
方
に
接
近
し
被
害
が
心
配

さ
れ
て
い
ま
す
。
台
風
11
号
は
北

海
道
根
室
市
付
近
に
上
陸
し
、
川

の
氾
濫
、
土
砂
災
害
、
農
作
物
の

被
害
な
ど
主
に
北
海
道
で
大
規
模

な
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

さ
て
、
ま
も
な
く
岐
阜
大
学
農

学
部
・
応
用
生
物
科
学
部
は
創
立

100
周
年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。
栁

井
幹
事
長
は
、
代
表
委
員
会
の
場

で
、
そ
れ
に
向
け
て
具
体
的
な
プ

ラ
ン
を
提
示
さ
れ
ま
し
た
。
事
業

体
制
と
し
て
、
相
談
役
、
代
表
、

事
務
局
長
、
事
務
局
長
補
佐
、
監

査
、
幹
事
、
会
員
、
賛
助
会
員
で

あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
創

立
95
周
年
祝
賀
会
（
２
０
１
８
年

６
月
）、
創
立
100
周
年
（
２
０
２
３

年
６
月
）、
講
演
会
お
よ
び
卒
業
生

の
表
彰
（
毎
年
６
月
）、
記
念
事
業

の
た
め
の
募
金
活
動
、
同
窓
会
館

（
博
物
館
兼
用
）
の
設
置
、
在
校
生

の
ア
ジ
ア
へ
の
派
遣
活
動
の
確
立
、

在
校
生
の
た
め
の
奨
学
制
度
の
確

立
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
介
し
た
情
報

発
信
の
強
化
な
ど
の
100
周
年
記
念

事
業
の
事
業
内
容
が
示
さ
れ
ま
し

た
。
２
０
１
５
年
か
ら
２
０
２
２
年

ま
で
の
毎
年
６
月
に
創
立
祝
賀
会

も
開
催
す
る
こ
と
、
２
０
２
２
年
12

月
10
日
（
岐
阜
高
農
創
立
記
念
日
）

に
創
立
100
周
年
前
夜
祭
を
開
催
す

る
こ
と
、
２
０
２
３
年
12
月
10
日
に

創
立
100
周
年
後
夜
祭
を
開
催
す
る

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
同
窓
会
連
合
会
の
集
い
（
仮

称
）
も
今
年
初
め
て
開
催
さ
れ
ま

す
。
そ
の
趣
旨
は
、「
各
学
部
同
窓

会
会
員
に
対
し
、
大
学
の
近
況
を

報
告
す
る
と
と
も
に
、
学
部
の
特

徴
あ
る
活
動
を
輪
番
で
紹
介
し
、

意
見
交
換
を
行
う
。
ま
た
、
そ
れ

ぞ
れ
の
学
部
同
窓
会
の
状
況
を
意

見
交
換
す
る
こ
と
に
よ
り
、
情
報

共
有
を
図
る
こ
と
で
、
相
互
の
理
解

を
深
め
、
大
学
と
同
窓
会
と
の
連

携
及
び
学
部
同
窓
会
間
の
連
携
を

よ
り
一
層
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
も
の
。」
で
す
。

　

事
務
局
の
重
要
な
役
割
の
一
つ
に

現
役
学
生
に
対
す
る
勧
誘
活
動
が

あ
り
ま
す
。
今
年
度
も
、
入
学
式

当
日
に
会
費
納
入
の
呼
び
か
け
を

実
施
い
た
し
ま
し
た
。
各
務
同
窓

会
の
存
在
意
義
と
時
代
に
即
し
た

あ
り
方
に
つ
い
て
、
今
後
と
も
議
論

を
重
ね
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と

感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

末
筆
な
が
ら
、
会
員
の
皆
様
の

ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上

げ
る
と
と
も
に
、
今
後
の
よ
り
一

層
の
ご
発
展
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

詳しくはこちらを確認してください。
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＊申込書に必要事項をご記入の上、下
記の住所へお送りください。

〒501−1193　岐阜市柳戸1－1
岐阜大学応用生物科学部学務係気付
　　　　岐阜大学各務同窓会事務局

住所氏名を記
入し、押印し
てください。

金額を記入し
てください。

【申込書】
寄附金の

お願いについて

　平成 20 年から、始まりまし

た寄附金制度は趣意書にもあり

ますように継続して行っていき

ますので、本年度もご協力の程

よろしくお願いいたします。

　詳細は同封の「応用生物科学

部への寄附金拠出のお願い」及

び「趣意書」をご覧ください。

　お申込みいただきました２週

間程あとに、応用生物科学部よ

り、郵便局の振込用紙を送付い

たしますので、ご入金いただき

ますようお願いいたします。

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ


